
第 Ⅲ章 遺

1遺 跡 の 概 観

調査区は, もと水田で,一部は金魚の養魚地に利用されていた。水田の畦畔には平城京の条

坊地割が良好に遺存している (PL.1・ 2,Fig.5)。

奈良時代の遺構検出面は,標高 52.9～53.3mで ,東南へ低 くなるが,ほ とんど平坦地 とい

ってよい。調査区の西北から東南に向かって,蛇行をくりかえした数条の奈良時代以前の自然

旧河川が埋没 している。旧河川堆積層中には十四坪で少量の外生土器の小片がある以外はほと

んど遺物を含まない。なお,調査区の随所で,遺構面下約 1.3mに洪積世末期のミツガシフ

層 (厚 さ 20～50 cm)を 確認している。

遺構検出面は,基本的に黄褐色の地山

で,砂質のところが多い。旧河川の部分
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の地表面は残って為らず,大部分の遺構

は同一面で検出した (Fig.12)。

遺構の時期区分は,遺構の重複や配置

関係,出土遺物の年代などを手がかりに

したもので,奈良時代を I～Ⅳ期の 4時

期に分けた。

調査区は,坪境小路をはさんで,北の

十四坪,南の十三平にまたがり,両坪と

もに多数の遺構がひろがる。奈良時代前

半 (IoⅡ期)には,十四坪に鋳造・漆

工の工房が営まれ,十三坪には官衝風の

建物を配置する。奈良時代後半 (Ⅲ oⅣ

期)には両坪とも宅地に変わる。

このほかに例の少ない地鎮具や胞衣重

を埋納した遺構もある。

溝や井戸,上坑等には土器をはじめと

する多量の遺物があり,特に鍛冶具,漆

容器など工房関係の遺物はこの遺跡の性

格をよくあらわす。
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Fig.12 調査区の地形 (網は旧河川 1250)



報告の対象となる地域が広大なので,遺構の位置表不等についてあらかじめ触れておきたい。

今回報告する発掘調査地は,平城京右京八条一坊の十三坪と十四坪にまたがっている。そこ

で,調査区をまず十三坪地区と十四坪地区とよびわける。十三坪地区は第 168次南調査区およ

び第168次北調査区の一部であり,十四坪地区については,発掘区が南と北に分断されるため, キ

さらに十四坪南区 (第 168次北調査区の大部分),十四坪北区 (大和郡山市,第 156-32次 4第
179次の各調査区)と よびわける。

奈良時代の遺構としては,塀・建物・溝・井戸・土坑などがある。これらのうち,築地塀を

除く塀,及び建物のすべては,掘立柱構造である。したがって,以下の記述においては,単に

「建物」あるいは「塀」と称することにし,特に掘立柱であることをことわらない。また,建物 *

・塀・溝等の遺構の多くは,国上方眼方位 (第Ⅵ座標系)に近い方位をとっている。特に振れ

等に言及しない場合は,こ の方位におよそ貝1っ ているものと理解されたい。

建物規模に関する記述は,ま ず「東西」「南北」の柱間数と総長をメートル法でカッコ内に

記し,つぎに桁行・梁間方向の柱間寸法および庇の出を尺で記す。なお,検出した建物の柱穴

に柱根もしくは柱痕跡が残っているものが少なく,柱位置を正確におさえることが困難なため, 単
1)

まず復原柱間寸法を尺単位でおさえ,総長は 1尺を0,3mと して換算した。

遺構の記述にあたってはまず,遺構を 4時期に区分し,およそ道路・建物・塀・溝・井戸・

土坑の順に記述し,そのあと,井戸の詳細,土器埋納遺構について記述した。ただし,関連す

る遺構は,ま とめて記述する場合がある。なお,別表 1・ 2も 参照されたい。

4時期のうち I・ Ⅱ期は奈良時代前半にあたり,Ⅲ・Ⅳ期は奈良時代後半にあたる。    *

A I期の遺構

I期に属するおもな遺構は,建物39棟,塀 13条,築地塀 3条,井戸 8基,溝 9条である。な

お, I期に属する溝のうちS D 1345,1384,1398,1484,1547,1583は ,建物群に先行し, I

期でもごく初期に限定される遺構である。

SP 2000(PLAN 4・ 6,PL.9・ 12)P・ Q地区

十三坪 。十四坪間の坪境小路である。当初の側構は SD 1496・ SD 1499で ,後に溝の付け替

えによって道幅が広が り,側構は SD 1495・ SD 1500に かわる。当初の南北側構の心心距離は

3.3m(m尺)で,路面幅は1,8m(6尺)である。溝の付け替え後の南北側構の心心距離は

3.9m(13尺 )で,路面幅は2.4m(8尺)である。

SB 1309(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の南辺に位置する東西 3間 (6.3m),南北 2間 (3,3m)の東

西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は7尺等間,梁間 (南北)方向の柱

間は5.5尺等間である。柱穴は一辺 60 cm前後の不整形である。柱穴の重

複関係から SB 1312よ り古い。

1)模式図の記号 ●柱根をとどめる掘形 ◎柱痕跡をとどめる掘形 ②抜取痕跡あり ○掘立柱柱穴

……推定 (すべて方位は上が北,縮尺約 1/300)。 挿図の縮尺は Fig.21が 1/20,他は 1/40。
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SB 1324(PLAN 5)Q地 区

十三坪地区の東南に位置 し,十三坪を東西に 2分する道路 (SF 1320)上に建つ

東西 2間 (3.3m),南北 3間 (5.4m)の南北棟である。桁行:(南北)方向の柱間は 6

尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 5尺等間である。柱穴は一辺 80 cmの 方形で深

さは 32 cmである。妻柱の柱穴は身舎にくらべやや小さく,約 60 cmの方形であ

る。SB 1340。 SA 1355と 重複し,柱入の重複関係から双方 より古い。また東側柱は,十三坪

を東西に 2分する道路の西側溝 (SD 1319)の 底で検出した。したがって,SB 1324は 十三坪を

東西に 2分する道路がつくられる以前の建物である。

SB 1327(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の南寄 りほぼ中央に位置する東西 3間 (4.95m),南北 2間 (3.3

m)の東西棟である。 柱間は桁行 (東西)方向 。梁間 (南北)方向ともに, 5.5

尺等間である。柱穴は,一辺 70 cm～80 cmの 方形である。柱穴の重複関係か

ら SB 1327′ よ, SB 1326 より古い。

SB 1331(PLAN 7)Q地 区
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らSB1330よ り古 く,SD 1345 より芽斤しい。

SB 1364(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の南寄 りに位置する東西 3間 (5.85m),南北 2間 (3.6m)の

東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 6.5尺等間,梁間 (南北)方向の

柱間は 6尺等間である。柱穴は一辺 50 cm～ 80 cmの 不整形である。SB 1364

は柱穴の重複関係から SB 1363よ り古い。建物内に丼戸 (SE 1365)があり,井戸掘形が柱穴

より新しく,建物と井戸とは同時併存または建物が井戸に先行すると考えられる。

SB 1381(PLAN 7;PL.8)Q地区

十三坪地区の中央に位置する東西 4間 (8.4m),南北 2間 (4.2m)

の東西棟である。柱間は桁行 (東西)方向,梁間 (南北)方向ともに

7尺等間である。柱穴は一辺 70 cmの九みをおびた方形である。

SB 1390(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区のほぼ中央に位置する東西4間 (9.Om),南】ヒ2間 (3.6m)

の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は7.5尺等間,梁間 (南北 )

方向の柱間は 6尺等間である。柱穴は規模・形状 とも不揃いである。

柱穴からは平城官土器 Iま たはⅡの土器が出上した。柱穴の重複関係からSB 1391よ り古い。

SB 1404(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の西辺北寄 りに位置する東西 2間 (3.6m),南北 3間 (5。 4m)の南北

棟である。柱間は桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方 向ともに 6尺等間である。柱穴

は,隅柱が大きく一辺約60cm,他 の柱では一辺約 40cmで ある。柱穴からは平城宮

土器Ⅲの上器が出上 した。



SB 1405(PLANの Q地区

十三坪地区のほぼ中央に位置する東西 2間 (4.2m),南北 4間 (8.4m)の南北

棟である。柱間は桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方向ともに 7尺等間である。柱

穴は約 80 cmの方形または不整形である。柱穴の重複関係から SB 1405は SB

1402よ り古い。柱穴は,十三坪を東西に 4分する塀 SA 1434よ り古 く,SB 1405

は十三坪が小規模宅地化される以前の建物である。

)

SB 1425(PLAN 6;PL.11)Q地 区

十三坪の北辺西寄 りに位置する東西 2間 (4.2m),南北 5間 (9,Om)の南北棟

である。桁行 (南北)方 向の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 7尺等間で

ある。柱穴は規模・形状 とも不揃いである。東側柱の南か ら4個 日の柱穴に柱根

が残ってお り,柱直径は 約 10cmである。 柱穴 の重複関係から SB 1425は ,

SB 1482よ り新 しい。また,SB 1425の柱穴はS宇状の溝 (SD 1484)の埋土 より新

しい。

SB 1471(PLAN 7;PL。 10)Q地区

十三坪地区の東北隅に位置し,十三坪を東西に 2分する道路 (SF 1320)の東

の区画に建つ。東西 3間 (4.95m),南 北 2間 (3.3血 )の東西棟の総柱建物で

ある。桁行 (東西)方向の柱間は 5.5尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 5,5尺

等間である。柱痕跡の直径は 18cm前後である。柱穴の重複関係からSB 1471は SB 1470よ り

古い。柱穴からは平城宮土器Ⅲの土器が出上した。

SB 1476(PLAN 6;PL.11)Q地 区

十三坪地区の北辺に位置 し SB 1478の南東に建つ東西 5間 (9.3m),南 北 2間 (4.5m)の 東

西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は東から7尺 。6尺・ 6尺・ 6尺・ 6尺,梁間 (南北)方

向の柱間は 7.5尺等間である。桁行方向に東 3間 と西 2間に間仕

切る位置に,間仕切 り柱が立ち,建物を桁行 3間 と2間に分つ。柱

穴の形状は不揃いで,規模は 40 cm～80 cmである。柱穴の重複関

係か ら SB 1476イま, SB 1477・ SB 1478 より古い。 また SB 1475と

重複するが,柱穴の重複はない。西北隅に柱痕跡をとどめる。

SB 1480(PLAN 6)Q地区

の東 に位置する東 西 2間 (3.6m),南 北 2間

3。 桁行 (南北)方向の柱間は 6.5尺等間,梁間

)る 。柱穴は一辺 80 cm～ lmの方形である。

SB 1482(PLAN 6;PL.■)Q地 区
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柱穴の重複関係か ら SB 1428は ,SB 1425よ り古い。柱穴か らは平城宮土器 Ⅱ以降のもの と思
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われる土器が出土した。

SB 1532(PLAN 4;PL.15)P地 区

十四坪南区の東辺に位置し,SB 1531の北に平行して建つ。東西 4間

(7.05m),南北 2間 (3.6m)の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は

東 3間が 5.5尺等間,西 1間が 7尺, 梁間 (南北)方 向の 柱間は 6尺等

間である。桁行方向西から1間 日で間仕切るようにみえ,西 1間 のみ柱間が異なり,西にさし

かけの庇を付けていた可能性も考えられる。柱穴は,一辺 80cm前

後の方形であるが,西 1列のみ一回 り小さく一辺 60cm前後である。

~柱
根は南側柱の東から2つ 目と】ヒ側柱の東から2つ 日,西妻中央柱

に残る。南側柱の柱根は直径 12 cm,西妻の柱根は 10cmと西妻柱

は一回 り小さい。
E

SB 1537(PLAN 6)P地区

十四坪南区南辺の中央に位置する門である。十四坪の南を区画す

る築地塀 (SA 1540)に 開き, 桁行 1間 (3.3m ll尺 )で ある。控

柱は検出されず棟門形式の門と考えられる。柱穴は東西 lm,南北

70 cm～80 cmの 長方形で,柱穴の東面は斜面となっている。残存

する柱根の直径は 24cmである (Fig 13)。

―

H53.8m

SB 1543(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の南辺中央に位置する東西 1間 (2.7m),南北 2間 (3.Om)の南北棟で

ある。桁行 (南北)方 向の柱間は 5尺等間,梁間(東西)方 向の柱間は 9尺等間である。

柱穴は一辺約 40 cmの 方形である。SB 1539と 重複して建つが,柱穴の重複はない。

SB 1553(PLAN 4,PL.14)P地 区

十四坪南区の東北に位置する東西 2間 (3.6m),南北 4間 (7.2m)の 南北棟で

ある。柱間は桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方向とも 6尺等間である。柱穴は一

辺 60 cmの 方形である。柱入の重複関係からSB 1553は ,SB 1554よ り古い。

SB 1559(PLAN 4;PL.13)P地 区

十四坪南区の中央東寄 りに位置し,十四坪西半の区画の東を限る南北塀 SA

1558と 重複して建つ。東西 2間 (3.6m),南北 5間 (8.7m)の 南北棟である。桁行

(南北)方 向の柱間は,南から6尺・ 6尺・ 6尺・ 5尺 。6尺,梁間 (東西)方 向の

柱間は 6尺等間である。柱穴は小さく,一辺約 40cmの 方形である。柱穴の重複

関係か ら SB 1559は ,SA 1558よ り古 く,SK 1982を仲介 とした重複関係から

SB 1561よ り古い。柱穴からは平城官土器 I～ Ⅱの上器が出土 した。

SB 1576(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の中央に位置する東西 3間 (5.85m),南 北 2間 (4.2m)の

東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は6.5尺等間,梁間 (南北)方向

の柱間は7尺等間である。柱穴は一辺 70cmの方形である。柱穴の重複

関係から SB 1576イま SB 1575。 SB 1577よ り古い。

田

Fig 13 SB 1537の柱根
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SB 1580(PLAN 6)P翼 」[至

十四坪南区の北辺中央に位置し,十四坪を南から4分する塀 SA 1571と 重複し

で,十四坪が1/16も しくは1/32町に分割される以前の建T/vである。東西 2間 (3.6

m),南北 2間 (3.3m)の東西棟の総柱建物である。桁行(東西)方向の柱間は 6尺

等間,梁間(南北)方 向の柱間は5.5尺等間である。柱穴は一辺 40cm前後の隅丸方形である。

SB 1582(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の北辺に位置する東西 2間 (4.2m),南北2間 (3.Om)の東西棟の総

柱建4/2である。桁行 (東西)方 向の柱間は 7尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 5

尺等間である。柱穴は,一辺 40cm前後の不整形である。

SB 1586(PLAN 6,PL。 13)P ttL区

十四坪南区の西辺に位置し,SB 1587の東北に重複 して建つ。東西 2間 (3.3m),

南北 3間 (4.85m)の 南北棟である。桁行 (南北)方 向の柱間は 6.5尺等間,梁間(東西)

方向の柱間は 5.5尺等間である。柱穴は一辺 50 cmの方形または不整形である。

N6;PL 13)P地 区

十四坪南区の西北隅に位置 し東西 1聞 (2.4m)以上,南北 3間 (6.3m)の

である。検出したのは, 1間 (3尺 )× 3間 (7尺等間)で あるが,消そらく

間の南北棟の東庇 と思われる。柱穴は一辺 60 cm～ 70 cmの方形である。

重複関係から SB 1588は ,SB 1585よ り古い。

N3)O地 区

十四坪北区の東南隅に位置 し,SB 1605。 SB 1606と 重複するが,柱

複はない。東西 2間 (4.2m),南北 3間 (4.8m)の南北棟の総柱建物であ

行 (南北)方 向の柱間は南から5尺・ 5尺・ 6尺 ,梁間 (東西)方 向の柱間

等間である。柱穴は一辺 90 cm前後の隅丸方形で,北妻中央柱穴の底に

柱穴からは平城宮土器ⅡもしくはⅢの土器が出土した。

AN 3)O地区

十四坪地北区の南辺中央に位置する東西 2間 (3.6m),南】ヒ1間 (1.5m)以

南北棟

桁行 3

柱穴の

穴の重

る。桁

は 7尺

木製

上の東

西棟の総柱建物の】ヒ1間分を検出した。桁行 (東西)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (南

北)方向の柱間は 5尺である。柱穴は一辺 80cm前後の方形または精円形である。

(PLAN 3)O地区

十四坪北区の西南隅に位置 し,SA 1647と 接するように建ち, SA 1647と の同時併

は考え難い。梁間 2間 (南 6尺 ,北 9尺)の東妻柱列を検出した。柱穴からは平城宮

器Ⅲの上器が出上した。              NW    H 53.8m   SEH53.8m    SE

(PLAN 3)O地区

十四坪北区の南方東寄 りに位置する東西 2間

(3.3m),南北 2間 (3.3m)の総柱建物である。

柱間は東西方向,南北方向とも5.5尺等間であ

ま規模・形状 とも,不揃いで小さなものは 50 cm, Fig。 14 SB 1680の 礎盤



大きなものは一辺 110 cmも ある。柱痕跡の直径は 18cmで底に木製礎盤をおく (Fig.14)。

SB 1760。 SB 1690。 SB 1691と 重複するが, 柱穴の重複 |ま ない。

SB 1710(PLAN 3;PL。 17)O地区

十四坪北区の南辺西寄 りに位置する東西 6間 (10.8m),南北 3

間(5,4m)の 南庇付きの東西棟である。身合の桁行 (東西)方向の

柱間は 6尺等間,梁間 (南北)方 向の柱間は 5.5尺等間,庇の出が

7尺である。身舎内の棟通 りには,桁行 2間おきに柱穴があ り,

桁行方向に 2間ずつ 3部屋に間仕切って いたと考えられる。 規模が大きく庇をもつ点からみ

て,SB 1710は この付近の中心建物 とみてよいであろ う。 柱穴は 一辺 60cm～ 80cmの 方形

で,柱痕跡は, 直径 18cm～20cmである。柱穴の重複関係から SB 1710は,SB 1720よ り

古い。

SB 1780(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央南寄 りに位置する東西 2間 (3.Om),南北 3間 (5.4m)の南北棟

である。桁行 (南北)方 向の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方 向の柱間は 5尺等間であ

る。建物の軸線は国上方眼方位に対して北で東に 2° 30′ 振れる。柱穴は一辺 60cm

前後の方形または不整形で,西北隅柱に柱根が残 り,直径は 20 cmである。柱掘形

の重複関係から SB 1780は,SB 1781よ り古い。

SB 1790(PLAN 3,PL,17)O地 区

十四坪北区の西南に位置する東西 3間 (3.75m),南 北 4間 (5.55m)の 南北棟で

ある。桁間 (南北)方向の柱間は南から4,4尺・5.5尺 。4尺 。5尺,梁間 (南北 )

方向の柱間は中央間が 4.5尺,脇間が 4尺である。建物の軸線は国土方眼方位に

激して北で4° 10′ 西へ振れる。 柱穴は一辺 50 cm～70 cmの 不整形である。

SB 1820(PLAN 3,PL。 18)O地区

c::を::二〔З8三才卓:3二拿誕,::ξ章i‡錢||ユ:とし:三1擁霊
である。柱穴の重複関係から SB 1820 1ま ,SB 1830よ り古い。

SB 2002(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の東辺北寄 りに位置し,SK 2001の 東に位置する。 東西 2間 (3.9

m),南北 3間 (4.5m)の 南北棟である。桁行 (南北)方 向の柱間は 5尺等間,梁間

(東西)方 向の柱間は 6.5尺等間である。柱穴は 一辺 60cmの方形,柱痕跡の直

径は 15cmである。

SB 2011(PLANの O地区

十四坪北区の中央北寄 りに位置する東西 2間 (3.6m),南北 2間 (3.3m)の東西

棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 5.5尺等

間である。柱穴は一辺 50cm～ 60cmの 不整形で,柱痕跡の直径は 15cm～20 cm

である。柱穴の重復関係から SB 2011は ,SB 2010よ り古い。

国
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SB 2015(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の東北に位置し,SB 2002の 北に棟筋を揃えて建つ。東西 2間 (3.6

m),南北 3間 (7.2m)の南北棟である。桁行(南北)方 向の柱間は 8尺等間,梁間

(東西)方向の柱間は 6尺等間である。柱穴は一辺 60 cmの方形,柱痕跡の直径は

15c血～20 cmで ある。 SB 2030と 重複するが,柱穴の重複はない。柱穴からは

平城官土器ⅡとⅢの土器が出土した。

SB 2041(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の北辺中央に位置する東西 4間 (8.4m),南 北 2間 (3.6

m)の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 7尺等間,梁間 (南

北)方 向の柱間は 6尺等間である。 桁行中央の棟筋に柱穴があ り,桁

行方向に東 2間 。西 2間に間仕切る。柱穴は一辺 50 cmの方形である。 柱穴の重複関係から,

SB 2041 1ま SB 2035。 SB 2046よ り1年い。

SB 2064(PLAN 2)O地 区

_~l と::専専i:3∴:3ζ[〔勇i:::::       :::写§ぞ〔ぞgを
5cm(木が痩せており柱痕跡は直径 15 cm),間 柱では直径 7cmである。

SB 2075(PLANの O地区

十四坪北区の北辺西寄 りに位置する東西 2間 (3.6m)南北 3間 (5。 4m)の 南北棟で

ある。桁行 (南北)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方 向の柱間は 6尺等間であ

る。柱穴は一辺 50 cm～70cmの不整形である。一部の柱穴に柱痕跡があ り,柱の

大さは 約20 cmである。

SA 1422(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の西辺】ヒ寄 りに位置する南北塀である。方位は国土方眼方位に対 して北で東に振

れる。7間分を検出し,柱間はおよそ 7尺前後で,柱穴は一辺 20 cm～50 cmの 不整形である。

SA 1432(PLAN 6)Q地 区

十三坪地区の北辺に位置する東西塀である。坪境小路の南側溝 (SD 1495)心から南に 10m

の位置に建ち,北の総柱建/FD群 の南を画する。10間分を検出し,柱間は 6尺等間,西から3間

目のみ 9尺 と広 くしていることから,出入口と考えられる。柱穴は一辺 50 cm前後の方形ま

たは円形である。

SA 1465(PLAN 4)Q地 区

十三坪地区の東】ヒ隅に位置する東西塀である。西は SF 1320の東か ら始まり,東は発掘区の

さらに東へ続 く。柱間は 6尺または 7尺で,西から6 FHl目 のみをm尺 としてお り,こ の位置が

通路と考えられる。 柱穴は 一辺 30 cm～80 cmの 方形である。位置的には, 坪境小路 (SF

2000)の南側溝 (SD 1495)心 から南に 9.Omに位置 し,SB 1471を囲み東西に細長い区画を

形成するものと考えられる。SB 1470と 重複し,SA 1465は ,SB 1470よ り古い。

SA 1483(PLAN 6,PL ll)Q地 区

十三坪地区の北方西辺に位置する東西塀である。坪境小路の南側溝南肩から南 7.2mの 位置
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にあ り,東は SD 1489の西から始まり,西は発掘区のさらに西へ延びる。 4間分を検出し,柱

間は 6尺等間である。柱穴は一辺 60 cm～80 cmの隅丸方形である。

SA 1485(PLAN 4)Q地 区

十三坪の東半の区画の北,坪境小路 との間に SA 1490の 延長に想定される築地塀である。

ただし, この付近の瓦の出土量がそれほど顕著でないため,瓦葺の築地ではなく,上上の築地

塀 もしくは土を積んだ土手状のものと想定される。

SA 1490(PLAN 6)Q地 区

十三坪の西半の区画の北では十三坪北区の北辺中央東寄 りで,暗渠 (SX 1489)が検出された

ことからこの位置に築地塀を想定する。なお SA 1485と 同様に,上上の築地塀 もしくは土手状

のものと想定される。

SA 1528(PLAN 4・ 6)P地区

十四坪南区の南辺の東西築地塀。十四坪の南辺を区画する施設 としては塀 SA 1527・ SA

1541・ SA 1542が検出されたが,こ れ らはいずれも奈良時代の後半に属し,奈良時代の前半に

遡る塀は検出されていない。十三坪・十四坪間の坪境小路 (SF 2000)は奈良時代の前半か ら

貫通していたと推定されるから,十四坪の南辺になんらかの区画施設を考える必要があろう。

そこで,地上まで削平されれば遺構 としての痕跡を残さない築地塀をこの位置に想定 し,十四

坪の東半を SA 1528,西 半を SA 1540と する。

SA 1570(PLAN 4,PL.17)P地 区

十四坪南区中央 に築地塀 の積上 の堰板痕跡と考えられる南北 滞 SD 1564・ SD 1565。 SD

1567・ SD 1568の 存在から, この位置に南北方向の築地塀を推定する。 2本の南北溝の心心距

離が 1.8m,内内距離が 1.2m～ 1.5mで ぁるから,築地塀の基底幅は 5尺 もしくは 6尺 と推定

できる。南は SA 1528。 SA 1540か ら始まると考えられるが,堰板痕跡 と考えられる溝が部分

的にしか残っておらず,北はどこまで延びるか不明である。

SA 2005(PLAN 2)O地 区

十四坪北区,SB 20mの東に建つ南北塀である。南は SE 1867の 東北か ら始まり, 5間分を

検出した。柱間はおよそ 6尺等間である。柱穴は規模・形状 とも不揃いである。

SA 2009(PLAN 2)O地 区

SA2005の 北端から,西へ直角に曲がる東西塀である。 3分間を検出し,柱間はおよそ 8尺

等間である。SA 1850と 同じく西側の建物 SB 20■ の北側柱筋に揃い,SA 2005。 SB 2011と

一連の遺構 と考えられる。SB 2010と SB 2011の 柱穴の重複関係から,SA 1850。 SB 2010は

SA 2005・ SA 2009・ SB 2011を建て替えたものと推定される。

SA 2031(PLANの O地区

十四坪北区の東北隅に位置する東西塀である。SD 2043の 南 3.5mの 位置に建つ。西は SK

2001の東から始まり, 3間分を検出し,東はさらに発掘区の外へ続 くと考えられる。柱間は 6

尺等間である。

SA 2034(PLANの O地区

十四坪北区の東北寄 りに位置する南北塀である。十四坪の北半を東から4分する位置よりや

や西にあたる。南の SA 1850・ SA 2005と は柱筋が揃わない。南は SA 2009の延長線上の北



1.8mの位置からはじまり,北は SD 2043の 南で終わる。柱間数は 6間,北端で西に 1間分曲

が り,SB 2041の 北側柱筋に揃 う。 柱間は 6尺等間である。柱穴は一辺 50 cmの方形である。

SB 2035と 重複 し柱穴の重複関係から SB 2035よ り古い。

SD 1345・ 1384・ 1398・ 1484・ 1547。 1583(PLAN 6・ 7)P・ Q女ヒ区

十三坪から十四坪南区にかけて検出された南北溝である。溝状または土坑状に残る部分があ

るが,本来は 1本 の溝 と考えられる。溝は部分的に蛇行 し,発掘区を貫 く。溝幅は 70 cmか

ら2.5m,深さは 7cm～ 15 cmである。多 くの建物 と重複し,柱穴との重複関係から,いずれ

の建物よりも古 く,定物群に先行する溝 と考えられる。坪境小路側構 との関係は,外側の側構

より古いことは確認できるが,内側の側構 との重複関係は,後の時期の遺構 と重複 しているた

め不粥であった。十三坪地区の東南部の SD 1345の埋土は炭混 じりの上で,部分的に炭が集中

的に入ってお り,溝廃絶時に投棄されたものと考えられる。

SD 1384(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区中央西寄 りに位置 し,その位置より十三坪の西半をさらに東西に 2分する南北溝

SD 1484と その南の上坑 SK 1398の続きと考えられる。形状は東西 2.Om南北 4.5mの縦長

である。SK 1384は SB 1403と 重複し,SB 1403よ り古い。

SD 1398(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の東北寄 りに位置 し,土坑状を塁するが,その位置か らみて十三坪の東半をさらに

2分する南北溝 SD 1484の 続きと考えられる。規模は東西 2.Om～2.5m,南】ヒ7.5mである。

北寄 りが一段深 く約 15cmで南は浅い。柱穴との重複関係か ら SB 1423。 SA 1399よ り古い。

SD 1412(PLAN 4;PL.10)Q地 区

十三坪地区の北辺中央を流れる南北溝である。南は SD 1495の 南肩から約 14.5m南の位置

から北へ S字状に流れ,暗渠 (SX 1412)を 通 り,SD 1496に流れ込んだものと考えられる。

溝幅は 50 cmか ら 100 cmで南へ行 くほど広 く,深さは北が一番深 く (深 さ 13 cm),南へ行 く

はど浅 くなる。SD 1478と 交差し,埋上の重複関係から SD 1487よ り新 しい。

SD 1487(PLAN 4・ 6,PL.10)Q地 区

十三坪地区の北辺中央に位置するコ字状の溝である。北は SD 1484に 流れ込むように見え

るが同時併存 したか否かは不明である。そのほぼ中央で南北溝 (SD 1412)と 重複し,埋上の

重複関係から SD 1412よ り古 く,築地塀 (SA 1490)が 構築される以前の濤である。溝幅は

40 cm,深 さは 5cmである。

SD 1496・ 1499(PLAN 4・ 6;PL,9)P,Q地 区

十三坪・十四坪間の坪境小路 (SF 2000)側構にあたる。SD 1496が 南側構,SD 1499が北

側構である。SD 1495。 SD 1500に 先行する溝である (Fig。 15～ 17).溝 として検出し得たのは

56ラ インより東のみであるが,56ラ インより西に検出された上坑群が溝の痕跡 と考えられ,当

初から南北両側構は坪境小路を貫通していたと推定される。検出された遺構が,滞の痕跡か ,

溝が廃絶 した後に掘 られた上坑であるのか区別は難しく,いずれ とも判断しかねるものが多い。

確実に溝 と判断できる56ラ インより東では,溝幅が約 1.5m,深 さ 40 cm～ 50 cmである。溝

底のレベルは東の方が低 く,水は西から東へ流れていたと推定 される。南北側構間心心距離は

6。 9m(13尺 )である。
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埋土から出上した土器は平城官土器 I～ Vに属するものである。両側構からは奈良時代の各

時期にわたる土器が出土しているが,平面上で新旧溝および土坑の区別は困難で,出土した土

器がすべて SD 1496・ SD 1499に属していたとは断定できない。したがって,奈良時代の後半

に属する土器が出土しているものの,奈良時代の後半にも溝 として機能していたとは言い切れ

ない。むしろ,SD 1495。 SD 1500が SD 1496。 SD 1499の埋土を掘っているから,SD 1495。

SD 1500が 掘 られる時には,SD 1496・ SD 1499は埋められて廃絶 していたと考えておく。

また,56ラ インより西では土坑から多数の輪羽口片,対禍片等の鋳造関係遺物が 出上した

が,土坑を溝の痕跡 とみるかどうかに問題があ り,鋳造関係遺物が SD 1496・ SD 1499に伴 う

ものであるか否かは断定できない。

Y==―-149,080

SD1499               1
H53.5m

Fig。 15 SD 1499。 1500断面図

H53.5m

Fig 16 SD 1495。 1496断面図

Y=-149,085

SD1495   1

H53.5m

SD 1568。 1567・ 1565。 1564(PLAN 4,PL.1の P地区

十四坪南区の東方に位置する南北溝である。SD 1567・ SD 1568,SD 1564・ SD 1565・ SD

1568がそれぞれ 1本の溝 と考えられ,滞心心距離は1.8mである。SD 1568は SD 1569の 下層

で検出され,幅 20 cmで東側が垂直に掘 られ,深さは 18 cmであった (Fig.18).溝幅が細 く

片側が垂直に掘 られていることか ら, この溝 は SF1970に 先行する築地塀 (SA1570)を造る

キ 際に,積土をおさえるため 型 H53.9m

の西側の堰板痕跡 と考えら

れる。 SD 1583か らは平

城宮土器ⅡまたはⅢの上器

Y==―-149,085
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Fig.17 SD 1495・ 1496断面図

Fig。 18 SD 1568断 面図
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が出土した。

SD 1860(PLAN 3,PL。 18)O地区

十四坪北区の中央に位置する東西溝である。SA 1900の 北70cmの位置を平行し,一部途切れ

るものの発掘区の東から西へ貫通し,十四坪を南北におよそ 2分する溝 と考えられる。西方で

は溝幅 30～50CIll,東 方の SA 1850の延長線 より東では幅広 くなり,溝幅約 lmでぁる。埋土か

らは平城宮土器 Iか らⅡの上器が出土した。

SD 2044(PLAN 2)O地区

十四坪北区の北辺に位置する東西溝である。SD 2045の西から西方へ南に寄って流れる。SD

2082と 重複は明確でなく SD 2045の 延長とも考えられる。しかしこの溝は SB 2045よ り古 く

掘 られてお り,存続時期は奈良時代の初期に限られると考えられるので,SD 2082・ SD 2045に

先行する溝 と考えられる。

SD 2047(PLAN 2)O地区

十四坪北区の東辺北寄 りに位置するL字形の溝である。北は SK 2001の 南方から始まり,

SD 1860か ら 1.5m北の位置で東に曲が り, 発掘区の東へ延びる。 溝幅は南北方向の 部分で

2.4m,東 西方向の部分で2.lmでぁる。当初は SK 2001と つなが り,SB 2015。 SB 2002を囲

んでいたと想定される。 総柱建物 SB 1890と 重複し,柱穴との重複関係から,SD 2047は

SB 1890よ り古 く,SB 1890が建てられた時期に SD 2047が埋まり,北方が溜 り状 (SK 2001)

になったと考えられる。

SD 2082・ 2045(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の北辺に位置する東西溝。本来 1本の溝 と考えられ,東の SD 2045では東西1lm,

を西の SD 2082では東西6.5mを検出した。位置的には十四坪の南北に北から4分する位置にあ

た り,十四坪を南北に区画する溝 と考えられる。溝幅は SD 2082が lm,sD 2043が75ct4である。

SE 1365(PLAN 7;PL 22)Q地 区

十三坪地区の中央東南よりに位置する井戸。 掘形は SB 1364の 柱穴より前に掘 られている

が,井戸は建物 (SB 1864)の 内におさまり,柱穴の重複関係を工程の差 と考えれば,SB 1364

は SE 1365の 井戸屋形となる。井戸枠内からは平城宮土器ⅣまたはVの土器が出土した。

SE 1700(PLAN 3,PL.24)O地 区

十四坪北区の中央東南寄 りに位置する井戸。掘形からは平城宮土器 Iま たはⅡの土器が出土

し,井戸枠内からは平城官土器Ⅲの土器が出土した。

SE 1867(PLAN 2,PL.24)O地 区

十四坪北区の中央に位置し, SA 1850のす ぐ西に位置する井戸。 井戸の枠内から平城官土

器 Iか らШの土器が出土した。

SE 1870(PLAN 2・ 3;PL.25)O地 区

十四坪北区の中央西寄 りに位置する井戸。 まわ りは大規模 な土坑群に囲まれる。掘形が北の

SE 1880と 重複す るが,重複関係か ら SE 1880よ り古い。井戸枠抜取穴か らは平城宮土器Ⅱま *

たはⅢの上器が出土 した。

SE 1917(PLAN 2,PL.25)O地 区

十四坪北区の中央西寄 り嘩位置 し,SE 1870。 SE 1880の 北にあたる。埋土か らは平城宮土器
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Ⅱか らⅢの土器が出上した。

SE 2019。 2020(PLAN 2;PL.25)O地 区

十四坪北区の北方中央に位置し,南 と北を SB 2010・ SB 2041,東を SA 2034に よって囲ま

れる。つ くり替えがみられ,SB 2041が SB 2042に 建て替えられたときに,井戸もつ くり替え

られたと考えられる。古い井戸が SE 2019,新 しい井戸が SE 2020で ある。SE 2020の井戸枠

内か らは平城官土器Vの上器が出土した。

SE 2070(PLANめ O地区

十四坪北区の東北に位置する。掘形からは平城宮土器 Iと Ⅱの土器が出上し,井戸枠内か ら

はⅢの土器が出上した。

SK 1322(PLANの Q地区

十三坪地区の南辺東寄 りに位置する東西 5.2m,南北 3.Omの不整形土坑である。 SK 1322

は SB 1309と 重複し,SB 1309よ り古い。

SK 1354(PLAN 5・ 7)Q地区

十三坪地区の南東に位置する東西1,5m南北1.9mの不整形土坑である。埋土には灰化物が混

じり,大量の上器が出上し,製塩上器も含まれていた。出土した土器の時期は平城官土器Ⅱま

たはⅢである。SK 1354は SB 1340と 重複し,SB 1340よ り古い。

SK 1845(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央に位置する東西 70 cm,南 北 2。 lmの橋円形土坑である。SK 1845は 十四坪

を南北に 2分する東西溝 SD 1860と 重複 し,SD 1860よ り古い。

SK 1886(PLAN 3)

十四坪北区の東辺中央に位置する南北 1.4m,東西 2.7mの 平面台形の上坑である。 埋土

の重複関係から SK 1886は SB 1890よ り古い。埋土からは釦を含む鉱滓が出上した。

SK 1908(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央に位置する東西1.6m,南北1.5mの不整形

土坑である。土坑の深さはもっとも深いところで 28 cmあ り,

底面は平坦で断面は梯形をなす (Fig。 19)。 埋土は レンズ状に

堆積してお り,埋土からは多量の土器が出土し,平城宮土器 I

s      H 53.7m N

とⅡの土器を含む。

SK 1971(PLAN 6)P地 区

十四好南区の南辺西寄 りに位置する東西 3.8m南北3.Omの大規模な土坑である。SB 1545と

重複し,SB 1545よ り古い。埋土からは平城官土器ⅡもしくはⅢの土器が出土した。また砥石

に転用された鴬が出上した。

SK 1980(PLAN 4,PL.15)P地 区

十四坪南区の中央東寄 りに位置する東西5.Om南北1.9mの 隅丸方形土坑である。SB 1532と

重複し,SB 1532よ り古い。深さは約 19 cm,埋土からは平城官土器ⅡもしくはⅢの上器が出土

した。

SK 2025(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の北方中央に位置し,SE 2020の西北に位置する土坑である。東西 3.4m,南】ヒ
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1.7mの不整形で,東部 (東西2.lm)が橋円状に一段深 くなる。深さは東寄 りの最深部で 27.5

cmである。埋土か らは,輪羽 口片13片,靖鍋片26片,炉壁片 2片 ,不朔土製品 3点,不明鉄

片 2片,鉱滓11点等の鋳造に関係する遺物が多数出上した。また砥石も 1点出土している。土

器は平城宮土器Ⅱの上器が出上した。

SK 2026(PLANの O地区

十四坪北区の北辺西寄 りに位置する,南北1.lm東西0,9mの円形土

坑である。西寄 りが 一段深 く (深 さ 25 cm),東は なだらかな 斜面と

なる。理土は焼上を含む黒色灰層と威化物粒を含む暗灰粘上が層をな

す。 埋土からは, 輪羽 口片 16片 , 靖渦片,鉱津 4点,不粥土製品 2

点の鋳造関係遺物や平城官土器Ⅱの上器が出土した。

SK 2078(PLANめ O地区

十四坪北区の西北に位置する不整形土坑。東西3.Om,南北2.5m,深 さは 7 CIllo SB 2080・ SB

2081と 重複 し,双方 より古い。埋土には炭化物を含み,平城官土器ⅡとⅢの土器が出土した。

SK 2034(PLAN 2)O地 区

SK 2078の 西北につながる不整形土坑である。東西2.5m,南北0.5m～ 1.om,深 さは 3cm

である。SB 2080。 SB 2081と 重複し,双方 より古い。

SX 1489(PLAN 6,PL。 10)Q地区

十三坪地区北辺中央に位置する暗渠である。南北溝 SD 1412が坪境小路南側構に流れ込む

手前にある。暗渠の構造は平瓦 3枚を北の瓦が下になるように,数センチメー トルずつ重ねて

南北に並べている。 この上部に溝の蓋をする施設があったと考えられるが,遺存 していなかっ

た。平瓦の寸法は,縦が 33 cm,横が 24 cmで ある (Fig。 21)。

Fig。 21 SX 1489断面図 (1:20)
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I期の遺構

Ⅱ期では, I期 に属する遺構の うち建物14棟,塀 7条等が存続 し,新たに構築されたおもな

遺構 として,建物24棟,塀 6条,溝 2条がある。また, 2基の井戸がつ くり替えられている。

SB 1313(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区南辺中央に位置する東西 2間 (2.4m),南 北 2間 (3.Om)の東西棟で

ある。桁行 (東西)方 向の柱間は 5尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 4尺等間であ

る。柱穴は一辺 50 cIIl～ 70 cllの 方形である。SB 1313は ,SB 1312と 重複し,柱穴

の重複関係から SB 1312よ り古い。

SB 1325(PLAN 7;PL.4)Q地区

Aゝ′        H53.lm E  十三坪地区の南方中央に位置し,

SB 1327の 東に棟をやや北にず らし

て建つ東西棟である。東西 3間 (6.3

cmである。柱穴の重複関係からSB

SB 1330(PLAN 7)Q地 区

m),南北 2間 (3.6m)でぁる。桁行 (東西)方向の柱

間は 7尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 6尺等間であ

る。柱穴は一辺 60 cm～80 cmの 方形で,深さは 77 cm

である。 西南隅柱穴に柱根を残 し, 柱根の直径は約 15

1325は, SB 1326よ りT■ い (Fig.22)。

十三坪地区の南方に位置する東西 2間 (3.3m),南北 3間 (4.95m)の 南北棟であ

る。柱間は桁行 (南北)方 向,梁間 (東西)方向ともに,5.5尺等間である。 柱穴は ,

形状・規模 とも不揃いで,深 さはおよそ 60mでぁる。 柱穴の重複関係から, SB

1330は, SB 1331よ り新 しい。また SD 1345と も重復し,SB 13301ま SD 1345よ り

新 しい。柱穴からは平城官土器Ⅱ～Шの上器が出上した。

SB 1336(PLAN 7,PL.5)Q地区

十三坪地区の東南隅に位置し,十三坪の西半をさらに 2分する位置にある浅い

溝 (SD 1345)の す ぐ西側に建つ東西 2間 (3.6m),南北 5間 (10.5m)の南北棟で

ある。桁行 (南北)方 向の柱間は 7尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 6尺等間であ

る。桁行方向の南から3間 目の棟筋に柱穴があ り,間仕切 りのための柱 と考えら

れる。柱穴は一辺 60clllの方形で,深さは 60cmで ぁる。柱水からは平扱官土器Ⅱ

もしくはⅢの上器が出土した。

SB 1340(PLAN 5)Q地 区

十三坪地区の東南に位置 し,十三坪を東西に 2分した西半の区画の東を限る

塀 (SA 1355)の す ぐ西に建つ束西 2間 (4.8m),南北 3間 (7.2mの 南北棟であ

る。柱間は桁行 (南北)方 向・梁間(東西)方向ともに 8尺等間である。平面は平

行四辺形をなし,国上方眼方位に対し桁行方向で東に 2° 15′,梁間方向で南に

5° 03′ 振れる。 柱穴は不揃いで一辺 50m～lmの不整形である。柱穴の重複関

Fig。 22 SB 1325の柱根
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係か ら SB 1340は ,SB 1324よ り新 しい。柱穴か らは平城宮土器Ⅲの土器が出土した。

SB 1350(PLAN 7;PL 5)Q地区

十三坪地区の中央南寄 りに位置 し,SB 1336の 北側に棟筋を揃えて建つ東西 2間

(3.3m),南北 3間 (6,9m)の南北棟である。桁行 (南北)方 向の柱間は中央がやや狭

く7尺,両脇間が 8尺である。梁間 (東西)方向の柱間は 5.5尺等間である。桁行方

向に南 1間・北 2間 に仕切られる。柱穴は一辺約50clllの 不整形である。西側柱の南

から2番 目の位置に柱痕跡をとどめている。柱穴からは平城官土器ⅡもしくはⅢの

土器が出土 した。

SB 1380(PLAN 7,PL.6)

◎ ◎

H53.lm

区画の中心をなす建物 と思われる。身舎を東 3間 と西 2間に

間仕切 り,西の部屋内には床束の跡があ り,床を張っていた

ものと思われる。柱穴は一辺 60cIBII～ lmの方形で,柱痕跡の

直径は約 20 clllで ある。柱穴の重複関係からSB 1381よ り新  Fig 23 SB 1380。 1381の重複

しく,SB 1381の 中心を踏襲し,規模を拡大 し建て替えたと考えられる。また SB 1402と も重

複し,柱穴の重複関係か ら SB 1402よ り古い (Fig.23)。 柱穴からは平城官土器■からⅢの上

器が出土した。

SB 1395(PLAN 5,PL.7)Q地 区

)  《

)  (

)  (

W     H 53.Om    E

る。柱穴は一辺約 70 cllIの 方形 もしくは 不整形である。柱穴の重複関係からSA 1430よ り古

く,SB 1395は 十三坪を東西に 2分する道路 SF 1320がつ くられる以前の建物 と考えられる

(Fig.24)。 】ヒ妻柱,西側柱北から2番 目,東側柱北から2番 目に柱痕跡をとどめる。柱穴から

は平城宮土器Ⅲの土器が出土した。

SB 1403(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の南西に位置し, SB 1336,SB 1350と 棟筋を揃えて建つ。東西 2

間 (4.2m),南北 3間 (5.4m)の南北棟で,桁行 (南北)方向の柱間は 6尺等間,

梁間 (東西)方向の柱間は7尺等間である。 柱穴は全体的に小が りで (40 cal～

50 Cm)である。柱穴の重複関係からSB 1403は SB 1404よ り新しい。 規模・形

式ともSB 1404と よく似ておりSB 1404を 建て替えたものと考えられる。柱穴からは平城官土

器ⅡとⅢの上器が出土した。

イθ

Q地区

十三坪地区の中央に位置する。東西 5間 (11.4m),南 北 3間

(7.2m)の北庇付きの東西棟である。桁行方向 (東西)の柱間は

東から7.5尺・7.5尺・ 3尺 。7.5尺 。7.5尺 で,梁間方向では身

舎の柱間が 7尺等間,北庇の出が10尺 である。十三坪地区では

最も立派な建物であ り, この  W

十三坪地区の中央東寄 りに位置 し,十三坪を東西に

2分する道路 (SF 1320)の 西側に建つ塀 (SA 1430)

と重複する。 東西 2間 (3.3m),南北 4間 (7.5m)の

南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は不揃いで総

長が25尺,梁間 (東西)方向の柱間は 5。 5尺等間であ  Fig 24 SB 1395の柱根



SB 1423(PLAN 7)Q地区

SB 1403の 北側に棟筋を揃えて建つ。 東西 2間 (3.Om),南北 3間 (4.5m)の 南

北棟である。柱間は桁行 (南北)方 向,梁間 (東西)方向ともに 5尺等間である。柱

穴は一辺約50甑である。柱穴の重複関係からSB 1423は SB 1473よ り新 しい。また

SB 1423の 柱穴は平城宮土器Ⅲの土器を含む土坑 SK 1398よ り新 しい。東側柱南か

ら2番 目及び 3番 目の位置に柱痕跡をとどめる。

SB 1472(PLAN 4;PL.10)Q地 区

十三坪地区の東北隅に位置 し,SB 1471の 東に建つ。東西 3間 (4.5m)以

上,南北 2間 (3,3m)の 東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 5尺等間 ,

梁間 (南北)方向の柱間は 5,5尺等間である。柱穴の重複関係から SB 1472

は,SA 1473よ り新 しい。

SB 1477(PLAN 6;PL.11)Q地 区

十三坪地区の北辺中央に位置する東西 3間 (4.5m),南 北 2間 (3.9m)の 東

西棟の総柱建物である。桁行 (東西)方 向の柱間は 5尺等間,梁間 (南北)方向

の柱間は 6.5尺等間である。柱穴は他の総柱建物と同様に大ぶ りで,一辺 80C血

～lmの不整形である。 SB 1476と SB 1478と の柱穴の重複関係からSB 1477

は,SB 1476よ り新 しく,SB 1478よ り古いことがわかる。東南隅柱位置及び棟通 りの北から

2番 目の位置に柱痕跡をとどめる。

SB 1539(PLAN 6)P地区

十四坪南区の南辺中央に位置する東西 2間 (3.6m),南 北 3間 (5.4m)の南北

棟である。柱間は桁行 (南北)方 向,梁間 (東西)方向とも6尺等間である。柱穴は

一辺 40 clll程 度の小規模な不整形である。 SB 1543と 重複して建つが,SB 1543

との柱穴の重複はない。東南隅柱位置及び南妻柱位置に柱痕跡をとどめている。

SB 1546(PLAN 6)P地区

十四坪南区の南辺西寄 りに位置 し,十四坪の西半をさらに三分する南北塀 (SA

1548)の 東に建つ。東西 2間 (3.3m),南北 2間 (3.6m)の南北棟である。桁行 (南

北)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 5.5尺等間である。柱穴は

規模・形状 とも不揃いで, およそ一辺 40 cIII～ 80 clllで ある。柱穴の重複関係からSB 1546は

SB 1545よ り古い。また南妻柱は,SA 1548に先行し十四坪をほぼ東西に 4分する南北溝 (SD

1547)の埋上の底で検出された。

SB 1562(PLAN 4)P地区

十四坪南区の 中央東寄 りに 位置する東西 2間 (3.6m),南 北 3間 (5.85m)の 南

北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は 6.5尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 6尺

等間である。 柱穴は, 規模・形状 とも 不揃いである。 SF 1970の東に建ち, SA

1558と 重複する。柱穴の重復関係から,SB 1562は SA 1558よ り古 く,SB 1562は

十四坪に南北道路 (SF 1970)が通る以前の建物と考えられる。また, SE 1560。 SB

複し,柱穴の重複関係から,SB 1562は 双方より古い。

1561と 重

再
中阻
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SB 1577(PLAN 6)P地区

十四坪南区の中央西寄 りに位置する東西 2間 (5,lm),南北 5間 (10,4m)の

南北棟である。桁行(南北)方向の柱間は,南 4間が 7.5尺等間,北 1間が 8尺 ,

梁間 (東西)方向の柱間は8.5尺等間である。各柱間寸法が大きく,調査区内

の建物のなかでは規模が大きな建物である。柱穴は一辺70CIIl前後の方形で,柱

痕跡は直径約 15ctllで ある。柱穴の重複関係からSB 1577は ,SB 1576よ り古い

ことがわかる。

SB 1581(PLAN 6)P地区

十四坪南区の北辺中央に位置し,SB 1580と 同様に SA 1571を また

いで建つ。東西棟の南側柱列と梁間 1間分を検出した。東西 4間 (8.4

m),南北 1間 (2.lm)以上の東西棟である。桁行 (東西)方 向の柱間は

7尺等間,梁間(南北)方向の柱間は 7尺である。柱穴は 60cIIl× ■Oclllの 東西に長い長方形であ

る。柱穴の重複関係から SB 1581は ,SB 1582よ り新 しい。

SB 1587(PLAN 6;PL.13)P地 区

―

十四坪南区の西辺に位置し,十四坪の西半をさらに東西に 2分する塀 SA 1543の

西に建つ。東西 2間 (3.3m),南北 4間 0.2m)の 南北棟である。桁行 (南北)方向

の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は5.5尺等間である。桁行方向に南 1

間と北 3間に間仕切る。柱穴は一辺50Ctl前後の不整形である。柱穴の重複関係から

SB 1587は ,SB 1549よ り古くSB 1588よ り新しい。柱穴からは平城官土器ⅡとⅢ

以降の土器が出土した。

SB 1810(PLAN 3;PL.18)O地 区

醜
貴を辞 系 ζЗ手:尋:蕪 通 る琴 哲 榊 覇

である。東北隅柱掘形に柱根を残す。 柱穴の重複関係か ら SB 1810は ,SB 1781よ り古いこと

がわかる。

SB 1830(PLAN 3,PL.18)O地 区

十四坪北区の中央東寄 りに位置する東西 3間 (5。 lm),

南北 2間 (3.3m)の東西棟である。桁行 く東西)方向の柱

間は東から6尺 。5尺・ 6尺 , 梁間 (南北)方向の柱間は

5.5尺等間である。柱穴は一辺約 60 cIItlの不整形で,西北隅と西南隅の掘

形に柱根が残る。西北隅柱は直径 18 clll,西 南隅柱 (Fig.25)|ま 直径 10 CIll

である。柱穴の重複関係 からSB 1830は ,SB 1820よ り新 しい。また SB

1830は平城宮土器Ⅱの上器を含む土坑 (SK 1832)よ り新 しい。 柱穴から

は平城宮土器Ⅲの上器が出土した。

SB 1890(PLAN2,3;PL 19)O地区

S  H 53.8m  N

Fig 25 SB 1830
の柱根
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十四坪北区の中央北東寄 りに位置する東西 2間 (4.5m),南 北 3間 (5,7m)の 南北棟の総柱



建物である。桁行 (南北)方向の柱間

は中央間が 7尺,脇間が 6尺 ,梁間 (東

西)方向の柱間は 7.5尺等間である。

柱穴は南北 130 CIIl東西 70CIIIの 隅丸長

方形で, 2箇所に柱根が残る。 1箇所は北妻中央柱で

柱直径が 35 cmで ある。 もう1箇所は西側柱,南から

3つ 日で柱直径 33CIXl,底 に木製礎盤を敷 く (Fig.26)。

また建物内の柱穴には木製礎盤 と根石が残る。柱掘形

からは平城官土器 I～ Ⅱ,柱抜取穴からは平城宮土器

Ⅲの土器が出土した。

Fig 26 SB 1890の 柱根と礎盤

SB 2010(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の中央北寄 りに位置する東西 3間 (5。 4m),南北 2間 (3.3m)の

東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (南北)方向の柱間

は 5.5尺等間である。柱掘形は一辺50Cm～ 60Ctllの 不整形,柱痕跡は直径 15CIII～

20 CIIlで ある。柱穴の重複関係からSB 20mよ り新しく,SB 20■ を建て替えたものと考えら

れる。また SB 2010は 重複関係から平城官土器Ⅱ・Ⅲの上器を含む土坑 (SK 2007)よ り新し

ヽヽ。

SB 2040(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の北辺に位置する東西 4間 (8。 7m),南北 2間 (3.6m)

の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は東から7尺・ 7尺 ,7.5尺

・7.5尺 ,梁間 (南北)の柱間は 6尺等間である。柱掘形は一辺50伽の

方形で,柱痕跡は直径 15mか ら20 cIIlで ある。柱穴の重複関係から SB 2040は ,SB 2035よ り

古 く,SB 2041よ り新 しい。この建物は SB 2041を 東南にず らして建て替えたものと考えられ

る。

SB 2065(PLAN 2)O地区

南から7.5尺 。6尺・ 6尺,梁間 (東西)方

向の柱間は 6尺等間である。 柱穴は一辺 70

cIIl～ 80 cmの方形 または不整形である。柱根

は 4箇所に残ってお り,柱直径は15伽～20cIIl

と不揃いである (Fig.27右 ;西北隅・左 ;

イJ
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Fig 27 SB 2065の 柱根



東側南から2番 目)。 また平城宮土器この土器を含む土坑 (SK 2061・ SK 2062)と 重複し,柱

穴は土坑の埋上の底面で検出された。柱穴からは平城宮土器 Iも しくはⅡの上器が出土した。

SA 1421(PLAN 7)Q地区

十三地区の西辺北寄 りに位置する南北塀である。まわ りの建物群とは方位が異なり,ゴヒでや

や西に振れる。 7箇所の柱穴を検出したが,あいだの 2箇所の柱穴は肖1平 されたと考えられ, :

本来は 8間であったと推定される。柱穴は小さく直径20伽～30ctllの 円形である。

SA 1433(PLAN 6)Q地区

十三坪地区の北辺中央に位置する南北塀である。 3間分を検出し,柱間は 6尺等間である。

柱筋が SA 1432の東から3箇所 日の柱穴に揃い,SB 1476が総柱建物 SB 1477に 建て替えられ

たときに,建物を囲むように SA 1432に とりつけられたものと考えられる。SB 1475。 SB1478=

と重複し,双方 より古い。

SA 1850(PLAN 2・ 3,PL。 19)O地区

十四坪北区の中央に位置するL字型の南北塀である。十四坪の北半を東から4分する位置 よ

りやや西に建つ。南はSA 1900の 北 3.5mの位置から始まり,北へ 7間分を検出した。北端は,

1間分西に折れ,SB 2010と 柱筋が揃い, SB 2010に取 りついていたとも考えられる。したが
'

って,SA 1850・ SB 2010と もに,SK 2006・ SE 1867を とり囲んでいたと考えられる。柱間は

5尺～ 7尺 と不揃いで,柱穴も一辺40cln～ 50CInで,形状は不揃いである。

SA 1927(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の北寄 りに位置する南北塀である。総柱建物 SB 2065の 東約 2.6mの位置にあ

り,柱間数は 4間,柱間は 6尺等間である。北端で西に 1間分 (5尺)折れる。SB 2065の 日 司

隠し塀的な性格と考えられる。柱穴は一辺 50 cmの方形もしくは楕円形である。

SA 2012(PLAN 2)O地区

十四坪北区の北方中央に位置する東西塀である。 SA 2009の北 (1.5m)の位置に平行 して

建つ。 5間分を検出し, 柱間は西から7尺・ 7尺・ 9尺・ 8尺・ 8尺である。 柱穴は直径 30

Cm前後の小規模な円形である。                             *

SA 2014(PLAN 2)O地区

十四坪北区の北方に位置する南北塀である。SE 2020と SA 2009。 SB 2011の 間に位置し,

3間分を検出した。柱京は一辺約 30 cmの不整形である。

SA 2042(PLANの O地区

十四坪北区の北方西寄 りに位置する南北塀である。 SA 2014の 延長上にあた り, 南は SE*

2012の北から始まり,北は SB 2041の妻柱筋で終わる。柱関数は 4間,柱間は 7尺等間であ

る。柱穴は一辺 40 Ctllの方形もしくは円形で,一部に柱痕跡を残す。柱穴の重複関係から,SB

2042は SB 2080よ り新 しい。 SB 2041・ SA 2034と ともに SE 2020と そのまわ りの土坑群を

とり囲んでおり,こ れらは一連の遺構 と考えられる。

SE 1880(PLAN 3,PL.25)O地 厖こ                                  *

十四坪北区の中央西寄 りに位置する井戸。まわ りを大規模な土坑群に囲まれる。掘形が南の

SE 1870と 重複するが,重複関係から SE 1880は ,SE 1870よ り新 しい。掘形から平城官土器

I～Ⅲの土器が出土している。

イイ



SK 1348(PLAN 5)Q地 区

十三坪東辺南寄 りに位置し,十三坪を東西に 2分する道路

(SF 1320)上 にある東西 1.5m,南北 1.9mの 隅丸長方形土

坑である。中央部が幅 lmにわた リー段 (15CIll)深 く,遺構

面からの深さは,75 clnである。底には植物質の炭化物層 (厚

さ 2～4cm)を含む灰色粘土が詰まり,その上層の埋土には

焼土 。炭化物を含む (Fig。 28)。 埋土か らは平城官土器Ⅲの

土器が多量に出土した。

SK 1377(PLAN 5)Q地 区

十三坪地区の中央東寄 りに位置する東西 1.9m,南北 4.Omの 不整形土坑である。埋土は SE

1375お よび SD 1407に 破壊されている。埋土からは,製塩土器及び平城官土器Ⅲに属する土器

が出土した。

SK 1763(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央東寄 り,井戸 SE 2700の 東に近接 して存在する東西 1.Om,南北 3.35m

の南北に細長い土坑である。埋土には激化物を含み,鋳造関係遺物であるltr禍片 8片が出土し

イこ。

SK W73(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の南方中央に位置する平面台形状の上坑である。東西2.7m,南 北2.7m,深 さは

30 cmで ある。埋土からは平城官土器ⅡもしくはⅢの土器が出土した。

SK 1809(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央西寄 りに位置する東西1.7m,南北3.9mの南北に長い土坑である。埋土か

らは多量の上器が出土し,平城宮土器Ⅱの上器が確認された。

SK 1825(PLAN 3;PL.19)O地 区

十四坪北区の中央に位置する南北 2.Om,東西 1.35m

の平面縦長台形の上坑である。 SB 1810の 南に位置し,

SB 1780と 重複し,SB 1780よ り新 しい。埋土には炭化

物を含んでいる。埋土からは,輪羽口片 2片 ,対渦片15

片の鋳造関係遺物や,平城官土器 Iも しくはⅡの土器が

出土した。土坑の深さは,最 も深いところで約 65cmで

ある (Fig。 29)。

SK 1832(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の中央に位置する東西 2.8m,南北 1.7mの不整形土坑である。 SB 1380と 重複

し,SB 1380よ り古い。埋土には 大量の炭化物を含み,輔羽口片 2片,鉱滓 3点の鋳造関係遺

物が出土し,ま た平城官土器Ⅱの上器が出上した。

SK 1942(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の東北寄 りに位置する東西5.4m,南北2.5mの大規模な土坑である。 S B 1330・

SA 1900と 重複し,双方より古い。埋上には大量の炭化物を含み,輪羽口片 8片 ,lH捐片 9片 ,

鉱滓 2点の鋳造関係遺物が出土し,ま た平城宮土器Ⅱに属する土器が出土した。

7」

H53.lm

W         H 53.9m          E

Fig.23 SK 1348断面図

Fig 29 SK 1825断面図



SK 1943(PLAN 3;PL。 18)O地区

H53,9m 十四坪北区の中央にある不整形土坑。東西

1.9m,南北2.3m,深 さは最深部で 28c血 で

ある。埋土は為もに上層が炭化物を大量に含

む黒褐色土,下層が黒斑黄色上である (Fig.

30)。 出土した土器は,平城宮土器Ⅲに属する。

 ゝ   ヨ

Fig 30 SK 1943断面図

SK 1982(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の中央に位置する東西 2.3m,南北 1.2mの 不整形土坑である。 SB 1559。 SB

1561と 重複し,SB 1559よ り新 しく,SB 1561よ り古い。深さは約 8 Ctllである。埋土からは平

城宮土器 Iも しくはⅡの土器が出上した。

SK 1985(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の東辺に位置する東西2.9m,南北3.lmの 大規模な土坑である。深さは約 9 Cm。

埋土には大量の灰化物を含む。また大量の上器が出上し,平城宮土器Ⅲの上器が確認された。

SK 2001(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の東北に位置する大規模土坑である。 I期 の東西溝 SD 2047の北半分に位置 し,

当初はSD 2047と 一連のL字形の溝であったと考えられる。東の SB 2002・ SB 2015ま では約

lmで,L字 形に 2棟の建物を囲む。 SB 1890(Ⅱ 期)が建てられる時に,溝が分断されて土坑

状になったと思われる。東西2.7m,南北14.3m,深 さは 23Cmである。埋土から平城宮土器Ⅲ

の土器が出土してお り,最終的な埋没はⅡ期にくだる。靖堀片 2片 ,砥石片 3片,鉱津 5点 ,

不明鉄片 1片 ,不明土製品 1点 ,羽 口片 3片 の鋳造関係遺物や漆紙文書が出上した (Fig 31)。

Fig.31 SK 2001断 面図

SK 2006(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の中央北寄 りに位置 し,SB 2010と SB 1850に挟 まれる東西 2,7m,南北4.5mの

不整形土坑で,深 さは中央で約 110 cmで ある。

埋土か らは,琉羽 口片 1片 ,増禍片17片,鉱津 7点,砥石 3点の鋳造関係遺 /1//」 が出上 した。

また 4.5cal大 のスサ入 りの粘上片が出土 した。粘土片には一部に焼け面が残 ってお り,鋳造炉

の壁面の可能性が考え られ る。 また平城宮土器 ⅡまたはⅢの上器が出上 した。

SK 2016(PLAN 2)

十四坪北区の中央北寄 りに位置する東西 3.0血 ,南ゴヒ6.Omの不整形土坑である。深さは 10

cmで あるが,西偵Iが一段 (南北 3.Om,東 西 2.Om)深 く,深さ 30 cmで ある。埋土から鉱

洋が出土し,埋土には多量の炭化物を含む。

SK 2051(PLAN 2)

十四坪】ヒ区の中央に位置する南北 90cm,東西 80 cmの 円形土坑である。SK 2006の 埋土を
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掘 り込んでいる。埋土から,内面にカラミの付着した完形品の対渦が出上した。

SK 2073(PLAN 2)O地 区

十四坪北区に位置する南北 3.Om,東西 1.5m,深 さ 28 cmの不整形土坑。埋土は炭化物の

混じる暗灰色粘質土 ないし灰色砂質土。平城宮土器Ⅱの土器 とともに統一新羅陶器が出土し

,こ。

SK 2084(PLAN 2)O地 区

十四坪北区に位置する南北 0。 9血,東西 2.5m,深さ 5cmの不整形土坑。埋土は皮化物を

含む暗灰褐砂質土。統一新羅陶器が出上した。

C Ⅲ期の遺構

Ⅲ期には,坪境道路が拡幅され,十三坪・十四坪とも敷地が細分される。Ⅱ期に属する遺構

は 3基の井戸を残 してすべて建て替えられる。皿期に属するおもな遺構は建物26棟,塀22条 ,

溝 6条,井戸12基である。

SF 1320(PLAN 5,PL.7。 12)Q地区

十三坪地区の東に位置し,十三坪を東西に 2分する南北道路である。 SD 1318。 SD 1386が

東側構, SD 1319。 SD 1387が 西側構であ る。両側構の心心距離は 3.Om(10尺 ), 路面幅は

2.6mでぁる。

SF 1970(PLAN 4,PL。 17)O・ P地区

十四坪南区から十四坪北区にのびる南北道路である。十四坪を東西にほぼ 2分する位置にあ

るが,中心線は十三坪を東西に 2分する南北道路 SF 1320と は揃わずに,西へずれる。東側構

は SD 1563・ SD 1698, 西側構は SD 1568で ある。道路幅は北へ行 くほど細 くな り,両側構の

間隔 IЬ心距離)は,南の坪境道路 (SF 2000)付近で 2.lm(7尺 ),SA 1646・ SA 1647の北

端位置で 1.5m(5尺 )である。溝幅は南方で広がっているものの,当初は 40cIIl程度 と考えら

れるので,路面幅は南で 1.7血,北で 1.lmである。

なお,道路に伴 う東西側構,及び東西の敷地を区画する南北塀が,十四坪北区の発掘区南端

から13.5mの 位置で終ってお り,道路もこの位置で行き止まりとな り,SF 1970が十四坪を南

北に貫通していたとは考え難い。

SB 1308(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の 南辺に位置する桁行 3間の東西棟で, その北側柱列を 検出 中

した。東西 5.4m(6尺等間),南北長は不粥である。柱穴は,約 50mの方  1     '

形である。柱穴からは平城官土器Ⅲの上器が出土し,ま た東北隅柱は平城官土器ⅡまたはⅢの

土器を含む土坑 (SK 1306)の 埋土を掘って建てられている。

SB 1328(PLAN 7)Q地区

十三坪地区南辺に位置する東西 3間 (5,85m),南 北 2間 (3.9m)の東西

棟である。柱間は桁行 (東西)方向,梁間 (南北)方向ともに,6.5尺等間

である。柱穴は,形状・規模 とも不揃いである。なお北側の柱穴 1個は後世

の土坑のため削平され検出できなかった。柱穴からは平城官土器Ⅲ～Vの上器が出土した。



SB 1343(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の南方中央に位置する東西 2間 (3.3m),南北 3間 (5。 lm)の南北

棟である。桁行 (南北)方向の柱間は南から6尺・ 6尺・ 5尺 ,梁間 (東西)方

向は5.5尺 等間である。柱穴は,規模・形状 ともまちまちで,一辺がおよそ 60

Cm～ 90Ctllである。柱穴からは平城官土器ⅣもしくはVの上器が出上した。

SB 1344 (PLAN 7)Q地区

SB 1343の 西側に平行して建つ東西 2間 (3.3m),南北 3間 (5.55m)の 南北棟

である。桁行 (南北)方向の柱間は,北の 1間がやや広 く6.5尺で南の 2間が 6

尺である。梁間 (東西)の柱間は 5.5尺の等間である。柱穴は形・大きさとも不

揃いで一辺 40clnか ら70cmでぁる。柱穴の重複関係からSB 1344・ SB 1330よ り新

しい。

SB 1363(PLAN 7;PL,4)Q地 区

十三坪地区の中央南寄 りに位置する東西 3間 (5.85m),南北 2間 (3.3m)

の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 6.5尺等間,梁間 (南北)方向

の柱間は5.5尺等間である。柱穴は一辺 70cmの方形である。柱穴の重複関

係から,SB 1363は SB 1364よ り古い。

SB 1402(PLANの Q地区

十三坪地区の中央に位置する東西 2間 (4.2m),南北 4間 (3.4m)の 南北棟で

ある。柱間は桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方向ともに 7尺等間である。柱穴

は形状 。規模 とも不揃いである。柱穴の重複関係から SB 1402は SB 1380。 SB

1405よ り新 しい。柱穴からは平城宮土器ⅣからV期の上器が出上した。

H54.8m

Fig.32 SB 1470

の柱根
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SB 1415(PLAN 6・ 7)Q地区

十三坪地区の中央北寄 りに位置する東西 2間 (3.3m),南北 3間 (6.3m)の 南北

棟である。桁行 (南北)方向の柱間は 7尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 5.5尺等

間である。柱穴は規模・形状とも不揃いで, とくに妻柱は小さい。柱穴の重複関係

から SB 14151ま , SB 1391よ り古い。

(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の 中央西辺に位置する南北 2間 (3.6m)の東西

棟の東妻柱筋を検出した。柱間は,梁間 (南北)方向が 6尺等

間で,桁行 (東西)方向は不引である。柱穴は一辺約 50cmの

方形である。

SB 1470(PLAN 4;PL.10)Q地 区

十三坪地区 の東北隅に位置 し,十三坪 を 東西に 2分 する道路 (SF

1320)の 東側の宅地に建つ。東西 3間 (9m),南北 2間 (5,4m)の東

西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は10尺等間,梁間 (南北)方向の

柱間は 9尺等間である。今回の調査で 10尺以上の柱間をもつ建物は SB
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十三坪地区の北辺中央に位置する東西 4間 (6.9m),南 北 2間 (3.6m)

の東西棟 である。桁行 (東西)方向の 柱間 は東から6尺 。5.5尺・5.5

尺・ 6尺,梁間 (南北)方向の 柱間は 6尺等間である。 柱穴は一辺 80

cmで方形または不整形である。柱穴の重複から SB 1476よ り古い。

SB 1534(PLAN 4,PL.14)P ttL区

十四坪南区中央東寄 りに位置する。東西 3間 (6.45m)南北 4間 (7.2m)

の東庇付きの南北棟である。身舎の桁行 (南北)方向の柱間は 6尺等間 ,

梁間 (東西)方向の柱間は 7尺等間,庇の出は 7.5尺である。柱穴は一辺

80 cmの 方形で, 2箇所に柱根を残す。 1箇所は身舎東北隅柱で,直径

15 cm,柱 の下に石を敷き礎盤 としている。 もう1箇所は東独1柱列の中央

柱で直径は 18 cmである。 柱穴からは平城宮土器 I～Vの土器が出上した。東庇か らは胞衣

豆 (SX 1535)が 出土した, 胞衣重は身舎柱の柱掘形を掘って埋められてお り, 平城宮土器皿

の上器にあたる。

SB 1545(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の南辺西寄 りに位置 し,SB 1543の 西に建つ東西 3間 (6.Om),

南北 4間 (7.5m)の 東庇付南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は南か

ら7尺・ 6尺・ 6尺・ 6尺,梁間 (東西)方向では身舎柱間が 7尺等間 ,

東庇の出が 6尺である。身舎棟筋に柱穴を検出したが,側柱筋と柱筋は揃

わない。棟筋の柱穴は床束の跡で,床張建物であったと考えられる。柱穴

は 50 cII～ 80 cmの 方形で,一部に柱痕跡を残す。 柱穴の重複関係からSB 1545 tま,SB 1547よ

1470の みである。柱掘形は 1.Om× 70 cmの東西に長い長方形で,東

南隅の柱掘形に柱根が残る。 直径は 約 15 cmである (Fig.32)。 柱

穴の重複関係 から SB 1470は SB 1471よ り新 しい。柱穴からは平城

官土器ⅢとVの上器が出上した。

SB 1475(PLAN 4・ 6)Q地区

り古 く,SB 1546よ り新 しい。

SB 1549(PLAN 6)P地区

十四坪南区の西辺に位置する東西 3間 (4.8m)以 上,南北 2間 (3.Om)

の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (南北)方向

の柱間は 5尺等間である。柱穴は一辺50cm～ 80clllの 不整形である。柱穴の

重複関係からSB 1549は ,SB 1587よ り新 しい。柱穴からは平城官土器 I

またはVの土器が出土した。

SB 1554(PLAN 4,PL.14)P地 区

十四坪南区の北東 に位置 し,十四坪 を南 か ら南北 に 8分する塀 (SA

1551)を はさみ,SB 1534の 北にやや棟筋を違えて建つ。1/32町 に宅地が

割られた時の宅地の中心建物である。東西 3間 (6.3m),南北 4間 (7.5m)

の東庇付きの南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は南より6.5尺・6.5

尺・ 6尺・ 6尺,梁間 (東西)方向の柱間は 7尺等間,庇の出は 7尺であ

またはⅡの上器 とⅣ
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る。桁行寸法が若千異なるものの S B 1534と よく似てお り,同時期の同じ構造をもった建物 と

思われる。柱穴は一辺 80 clllの 方形で,庇東北隅柱に柱根を残す。柱根の直径は 12 clllである。

他の柱穴に残る柱痕跡は 15 clll前 後である。柱穴の重複関係か らSB 1554は ,SB 1553よ り新 し

モヽ。

SB 1557(PLAN 4;PLOO)P地区

:     |  十四坪南区の北辺に位置する柱列である。桁行 3間の東西棟の南側柱列ま

~ 
たは南庇柱列,も しくは片面庇付南北棟の南妻柱列と考えられる。東西 3間

(5.4m)で柱間は 6尺等間である。柱穴はおよそ一辺 50 Cmの方形で,東南隅柱に柱痕跡を残

す。

SB 1561(PLAN 4;PL.13)P地 区

十四坪南区の中央東寄 りに位置 し,十四坪の西半の東を限る塀 SA 1558の西に

建つ東西 2間 (3.6m),南】ヒ3間 (5.4m)の 南北棟である。柱間は桁行 (南北 )

方向,梁間 (東西)方向とも6尺等間である。柱穴は一辺約 30 Cmの方形である

が,南妻柱列の 3個の柱穴は一回 り小 さく一辺約 50cIIIの方形である。 土坑 (SK

1982)を仲介とした重複関係から SB 1561は ,SB 1562よ り薪 しく,SB 1562を 建て替えたも

のと思われる。柱穴からは平城宮土器ⅣもしくはVの上器が出土 した。

SB 1575(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の中央西寄 りに位置し,SB 1548の 東に建つ。東西

4間 (10.2m)南】ヒ2間 (4.5m)の東西棟である。桁行 (東西)

方向の柱間は8.5尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は7.5尺等間で

ある。 8.5尺の柱間は,今回検出した建物のなかでは大規模であ

る。柱穴は一辺 50cIIl～ lmの方形で,東妻中央の柱穴に柱根を残す。柱根は,直径約 20clllで

ある。柱穴の重複関係からSB 1575は SB 1576よ り新 しい。柱穴からは平城宮土器Ⅳ～Vの上

器が出土した。

SB 1585(PLAN 6,PL.13)P地 区

(

十四坪南区の西辺に位置し,SA 1548の西側に建つ。東西 3間 (5.55m)南

北 5間 (9,Om)の西に縁もしくは土庇をもつ南北棟である。柱間は身舎桁行

(南北)方向,梁間(東西)方向とも6尺等間で,西 1間の出は6.5尺である。

西 1間分は身舎からの出が少なく,柱穴も小さく,縁もしくは土庇と考えら

れる。身舎の柱穴は一辺約 60ctllの方形で,西 1列の柱筋の柱穴は約 30o41の

方形で,身合の柱掘形よリー回り小さい。柱穴の重複関係から,SB 1535は ,

SB 1588よ り新しく,SB 1591よ り古い。柱穴からは平城宮土器ⅡもしくはⅢの上器が出上し

,こ 。

SB 1605(PLAN 3)O地 区

闘 藤 邪 耶 塩 諮 取 黙 ,・ 熱 馳 ;号 き

°

i及愁と,唇畜
1  1 

北棟の北 1間分を検出したと考えられる。柱穴は一長径60clllの 楕円形である。柱穴

からは平城官土器Ⅲの上器が出土した。
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SB 1608(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の東南隅に位置 し,SB 1605の北側に棟筋を揃えて建つ。SB 1605と

の間隔は1.65m(5。 5尺)である。東西 1間 (2.7m),南北 3間 (4.05m)の南北棟

である。桁行 (南北)方向の柱間は4.5尺等聞,梁間 (東西)方向の柱間は 9尺であ

る。妻柱筋は精査したが妻中央柱がなく,梁間 1間の建物 もしくは妻中央柱の柱穴

が削平されたと考えられる。柱穴は一辺40cIIl前後の方形である。

SB 1720(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の南方西寄 りに位置する東西 2間 (2.7m),南北 2間 (4.2m)の 南北

棟である。桁行 (南北)方向の柱間は 7尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 4.5尺

等間である。柱穴は一辺 50cIIl前後の方形である。柱穴の重複関係から SB 1720は ,

SB 1743よ り新 しい。

SB 1760(PLAN 3,PL。 17)O地区

十四坪北区の南東寄 りに位置 し,SB 1710の東に SB 1710と 北柱筋を揃え

て建つ東西 3間 (5.4m), 南北 2間 (3.6血 )の東西棟である。 柱間は桁行

(東西)方向,梁間 (南北)方向とも 6尺等間である。柱穴は一辺 50 clll～ 60

cmの方形 または精円形である。柱穴の重複関係から SB 1760は ,SB 1690。 SB

モヽ。

SB 1781(PLAN 3,PL。 18)O地 区

十四坪北区の中央に位置 し,北妻が十四坪を南北に 2分する塀 と近接する。東

西 2間 (3.6m),南北 6間 (9。 6m)の 南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は

南 2間が 6尺等間,北 4間が 5尺等間,梁間 (東西)方向の柱間は 6尺等間であ

る。柱穴は比較的小さく一辺 40 cIIl前 後の方形である。柱穴の重複関係からSB

1781は ,SB 1780・ SB 1810よ り新 しい。柱穴か らは平城官土器 Ⅱ～Ⅲ の上器

が出土した。

1691 よ り

'学

SB 1937(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の西南隅に位置 し,十四坪を東西に 2分する道路の西塀(SA 1647)の 西 90

cmに位置する。梁間 (南北)2間 (5.5尺等間)の東西棟の東妻柱列を検出した。 柱穴

は,一辺 40cmの精円形である。

SB 2030(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の東北に位置する東西 3間 (4.95m),南】ヒ2間 (3.6m)の東西

棟である。桁行 (東西)方向の柱間は5.5尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 6

尺等間である。柱穴は一辺50clllの 方形,柱痕跡は直径 18clllである。柱穴からは

平城宮土器Vの土器が出土した。

SB 2035(PLAN 2)O地 区

と1尋]|:|ヒ:::::3忘 i二r:ζζ二]::そ3争iぞ3阜‡岳手章 園
の方形で,柱痕跡は直径27Cmで ある。柱穴の重複関係か ら SB 2035は ,SB 2040。 SB 2041よ
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り新 しい。柱穴からは平城宮土器Ⅲの上器が出土した。

SB 2080(PLAN 2)O地区

十四坪北区の北辺西寄 りに位置する東西 3間 (5,4m),南北 2間 (3.6m)の

東西棟である。桁行 (東西)方向,梁間 (南北)方向とも柱間は 6尺等間であ

る。 柱掘形は一辺 60伽～70 calの 隅丸方形である。 柱穴の重複関係か らSB

20801ま ,

SB 2083

S B 2081・ S B 2042よ り古い。

(PLAN 2)O地区

十四坪北区の北辺西寄 りに位置する東西 1間 (3.3m),南北 2間 (3.6m)以上

の南北棟である。桁行 (南北)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (東西)方向の柱間

は11尺である。梁間 1間の建物, もしくは妻中央柱の柱穴が浅 く削平されたもの

と考えられる。柱穴は一辺 30 CIllの 方形である。

SA 1355(PLAN 5)Q地 区

十三坪地区の東南に位置 し,十三坪を東西に 2分する道路 (SF 1320)の西側に建ち,十三

坪の西半の宅地の東を区画する南北塀である。北は SA 1370か ら始まり,南は発掘区のさらに

南に続 くものと思われる。北か ら7間分を検出し,南方は後世の削平のため検出できなかっ

た。柱間は消よそ 5.5尺等間,北から6間 目のみを 8尺 としてお り,こ の位置が西側の宅地ヘ

の出入口と考えられる。柱穴は円形・方形 とまちまちで,大 きさも一辺 20 CIn～60 Calと 不揃い

である。SA 1355は SB 1324の 北妻柱と重複し,SB 1324よ り新 しい。

SA 1370(PLAN 5。 7,PL.6)Q女と区

十三坪地区の中央に位置し,SA 1371と おなじく,十三坪を北から4分する位置に建つ東西

塀である。東は SA 1430Aか ら始まり西に 7間分を検出した。柱間は 6尺または 6.5尺,東か

ら5間 目のみを 8尺 とする。柱間の広い部分は,塀の南北の宅地間の通路と考えられる。柱穴

の形状は不揃いで,大 きさは一辺 40Cm～lmである。

SA 1371(PLAN 7,PL.6)Q地区

十三坪地区の中央に位置 し, SA 1370の 西端から少し北にずれて始まり, 発掘区の西に延

び,十三坪を北から4分する位置にある東西塀である。12間分を検出し,柱間は 6尺等間,東

か ら7間 日と8間 目のみを 8尺 とする。柱間の広い部分は,SA 1371で南北に分割される宅地

間の通路と考えられる。柱穴は,一辺40cIII～ 60Calで形状は不揃いである。

SA 1399(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の西北に位置する南北塀である。十三坪を東西に 2分 し, さらに南】ヒに 4分した

横長の 1/8町 の敷地を,さ らに東西に 2分する位置に建つ。柱間は 4尺～ 5。 5尺で, 5間分を

検出した。この塀を南に延長すると井戸 (SF 1385)上 にあた り, SA 1490・ SA 1371間 を完

全に塞いでいたとは考え難い。柱穴は小さく,一辺 30cmの方形または円形である。SB 1403と

重複し,SA 1399は ,SB 1403よ り新 しい。

SA 1410(PLAN 4)Q地 区

十三坪地区の東辺北寄 りに位置する南北塀である。十三坪を東西に 2分する道路 (SF 1320)

の東側に建ち十三坪東半の宅地の西を区画する。北は坪境小路南側溝の南から始まり7間分を

検出した。柱間は北から, 7尺・ 7尺・ 6尺・ 4尺・ 6尺・ 6尺・ 6尺 と不揃いである。柱穴
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は約70CIIIの 方形で,他の塀に比べ形状・規模 とも整っている。

SA 1430 A・ B(PLAN 5)Q地 区

十三坪地区の東辺中央に位置する南北塀である。SA 1355と はやや柱筋をず らして北へ延び

十三坪西半の宅地の東を区画する。南は SA 1370の東端から始まり,北は SA 1490ま で延びる

ものと考えられ,南から12間分は検出したが,耳ヒ方は後世の削平のため柱穴は検出できなかっ

た (SA 1430A)。 塀は 1度つくり替えがあ り,柱位置を北へ 2尺ずつず らしている (SA 1430

B)。 柱間は 5尺から5.5尺で,両者 とも南か ら7間 日のみは 9尺である。西の宅地から坪内の

南北道路 (FS 1320)に ひらく出入口と考えられる。柱穴は一辺 40Cal～50Ctllの 不整形で,一部

の柱穴に柱痕跡を残す。

SA 1434(PLAN 6)Q地 区

十三坪地区の北辺西寄 りに位置する南】ヒ塀である。十三坪の西半の宅地を東西におよそ 2分

する位置にあ り, 5間分を検出した。柱間は 6尺等間, 中央間のみ 8尺である。 SB 1480。

SB 1405と 重複し,双方 より新しい。

SA 1527(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の東南隅に位置する東西塀である。坪境道路 (SF 2000)の北側溝 (SD 1500)心

か ら北に 1.8mの位置にあ り,十四坪東半分の南を区画する。西は十四坪を東西に 2分する道

路 (SF 1970)の東から始まり, 7間分を検出し,東はさらに発掘区の東へ続 く。柱間は 7尺

か ら10尺 と不揃いである。

SA 1536。 1646(PLAN 3・ 4)O・ P地区

十四坪南区東方 と十四坪北区南西隅に位置する南北塀である。十四坪を東西に 2分する道路

(SF 1970)の 東に建ち十四坪東半の宅地の西を区画する。南は SA 1527の 西端のやや西か ら

始まり,北は十四坪北区の南から13.5mの 地点で終わる。十四坪南区で14間分,十四坪北区で

6間分を検出した。柱間は 6尺等間,十四坪北区の北から4間 目のみを14尺 とする。この位置

が SF 1970か ら東の宅地への入口と推定される。柱穴は40cIIl～80CIll,形は不揃いで,一部の柱

掘形に柱根が残る。

SA 1542(PLAN 6)P地 区

十四坪南区南辺の西半に位置する東西塀である。十三坪・十四坪間の坪境小路 (SF 2000)

の北に位置し,十四坪西半の区画の南を画する。東西19間分を検出したが,塀は一直線にはな

らずに,SD 1538の西の位置で SD 1538に 沿って 1間 (1尺)分北にずれる。この位置か ら西

では13間を検出し,柱間は 5尺～ 7尺 と不揃いである。北へずれる位置から東では 6間 を検出

し,柱間は 6尺等間である。柱穴は規模・形状 とも不揃いで,比較的小さな柱穴が多い。

SA 1548(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の西南に位置する南北塀である。SF 1970に よって東西に 2分される十四坪の西

半をさらに東西に 2分する位置に建つ。南は SA 1541の やや北から始まり,12間分を検出し

た。柱間は 6尺～ 9尺 と不揃いである。柱穴は一辺60cIIl～70ctllの 隅丸方形である。

SA 1551(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の東辺中央に位置する東西塀である。SA 1536の東の宅地を南北に南から3分す

る位置に建つ。西は SA 1536か ら始まり,10間分を検出し,東は発掘区の東へ続き,柱間はお
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よそ 6尺等間,西から7間 目のみ11尺 と広 く,SA 1551に よって区画される南側の宅地 と北側

の宅地間の通路と考えられる。柱穴は 30 clxl～ 80 cm,形状・規模 とも不揃いである。

SA 1556(PLAN 4)P地 区

十四坪南区の東北隅に位置する東西塀である。SA 1536の 東の宅地を南】ヒに南から4分する

位置に建つ。南北塀 SA 1556,東西塀 SA 1527,SA 1551と ともに1/16町 もしくは1/32町 を形

成する。東西 6間を検出したが,SA 1536の柱列とは筋が通 らず,SA 1536に は取 り付いてい

なかったと考えられる。柱間はおよそ 6尺,西から6間 目のみ15尺 とし,SA 1556の南と北の

宅地間の通路と考えられる。

SA 1558(PLAN 4,PL。 13)P引互区

十四坪南区の東寄 りに位置する南北塀である。十四坪を東西に 2分する道路の西側に建ち,

十四坪西半の宅地の東を区画する。北は坪境小路北側溝 (SD 1500)の 心か ら北へ 10。 2mの位

置から始まり, 7間分を検出した。南は坪境小路北側溝のす ぐ北まで延びるものと考えられる

が,柱穴は検出できなかった。柱間は 6尺等間,南から2間 目のみは 3尺 とし,こ の間は通路

であったと考えられる。 柱穴は一辺 50 cln前 後の方形 または精円形である。 SB 1562と 重複

し, SB 1562よ り新 しい。

SA 1571(PLAN 4・ 6)P地区

十四坪南区の北辺に位置する東西塀である。 十四坪を南北に 4分する位置にあ り,SA 1548

,SA 1558・ SA 1541と ともに 1/16町宅地を区画する。東は SA 1558の西か ら始まり,西は

SA 1527の 東で終わ り,SA 1527の さらに西へは延びない。柱間は不揃いである。柱穴は一辺

40 clllの 不整形である。 SB 1582と 重複し,SB 1582よ り新 しい。

SA 1573(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の中央に位置する東西塀である。SB 1575の南に建ち,SA 1551と 同様に十四坪

を南北に 3分する位置にある。しかし検出したのは 6間分にすぎず,東を SA 1548,西を SA

1558,北を SA 1571で区画される1/16町宅地をさらに南北に 2分する塀 とは考え難 く,SB 1575

の目隠し塀 と考えられる。柱間は 4.5尺～ 6尺 と不揃いである。柱穴は一辺50cIIl前後で,形状

も不輪tいである。

SA 1574(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の中央に位置する南北塀である。南は SB 1575の 南側柱筋に揃い,北へ 3間分を

検出した。柱間は 7尺等間である。 SB 1575の東の日隠し塀 と考えられ,SB 1575と の間隔は

2.7m(9尺)である。柱掘形は一辺60calの 方形で,各柱掘形に柱痕跡を残す。

SA 1647(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の西南隅に位置する南北塀である。SA 1558と 同様に,SF 1970の西側に建ち十

四坪の西半の宅地の東を区画する。 SA 1558と は柱筋が揃わず,SA 1558よ り約 lm東にず

れ,十四坪南区と北区の間で別の塀になるものと考えられる。SA 1572-SA 1536間 は約 2.5m,

SA 1558-SA 1536間 は約 3.5mでぁる。北は SA 1536と 同じ所から始まり, 6間分を検出し,

南は発掘区外に延びる。柱間 7尺等間である。柱穴は小さく,30Ctll～ 40cIIIの 円形である。

SA 1686(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の南寄 りに位置 し,SB 1690の 南に建つ東西塀である。十四坪の南からおよそ
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3/8の 位置にあ り, 6間分を検出し東はさらに発掘区の東に続 く。 柱間は 6尺等間,西から5

間日のみ 4尺である。柱穴は一辺 50 CIIXの 方形または円形である。

SA 1716(PLAN 3)O地 区

十四坪北区の南方に位置する東西塀である。 6間分を検出し,柱間は 6尺から9尺 と不揃い

である。柱穴は一辺 30 Cm～70 Calで ,形状は不揃いである。

SA 1900(PLAN 3,PL.18)O地 区

十四坪北区中央に位置する東西塀である。 十四坪を南北に 2分する位置にあ り,東は SK

2001(Ⅱ 期)の南から始まり,西は発掘区のさらに西へ続 く。柱間,柱穴の規模・形状 とも不

揃いである。柱穴は SK 1942(Ⅱ 期)の埋土と重複してお り,SA 1900は SK 1942等の上坑

群 よリー時期新 しいと考えられる。

SD 1318・ 1386・ 1486(PLAN 5)Q地区

それぞれ十三坪地区の東南隅 。東辺中央 。東北を流れる南北溝である。これ らは本来坪境小

路南側構 SF 1495に流れ込む 1本の溝で,後世の削平のために途切れ途切れに残ったものと考

えられる。各々の幅はおよそ20甲・ 30Cm・ 40cmで ,北方の方が残 りがよく,深さは 6 CInか ら7

calで ある。この溝は十三坪を東西に 2分する道路 (SF 1320)の東側構 と考えられ,西側構 と

の心心距離は 3,Omで ぁる。また溝の東に平行する南北塀 SA 1410ま では90cmあ る。

SD 1319・ 1387(PLAN 5;PL。 7)Q地区

それぞれ十三坪地区の東南隅 。】ヒ辺中央を流れる南北溝である。これ らも本来は坪境小路南

側構 SD 1495に 流れ込む 1本の溝 と考えられる。各々の幅は 20clll～ 30cIII・ 40ctll～ 50cIIIで ,や

は り北の方が残 りがよく,深さは 8 cmか ら9 Cmでぁる。この溝は SF 1320の 西側構にあた り,

溝の西を平行する南北塀 SA 1355ま では70CIn,SA 1430ま では90CIllで ある。

SD 1338(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の西南を流れる東西溝である。幅は約20clll,深 さは 6 Cmである。SE 1335の す ぐ

南に位置 し,十三坪の北からほぼ3/8の位置に当たる。1/32町 宅地を区画する溝 と考えられる。

SD 1407(PLAN 5)Q地区

十三坪地区の中央東寄 りに位置する南北溝である。SA 1430に 平行して流れ,南は SA 1370

の北1.2mの 地点から始まり,北へ10,2mを検出した。溝幅は南へ行 くほど広 く最大幅が1.5m,

北へ行 くはど細 く約50clllと なる。溝の東で SE 1375の 掘形 と重複し,重複関係からSE 1375の

古い井戸 より新 しく,新 しい井戸 より古い。したがってこの溝は SE 1375と 同時存在 もしく

は SE 1375よ りやや遅れて掘 られたものと考えられる。埋土からは製塩土器および平城宮上器

Ⅱ～Ⅲの土器が出土した。

SD 1440(PLAN 4)Q地区

十三坪地区の東北隅に位置する東西溝である。西は SA 1410の東 1.5mの地点から始まり,

東は発掘区の東へ続 く。SD 1440の 】ヒ肩から SD 1495の 南肩までは2.5mぁ り,溝幅は東方で

40CIll,西 へ行 くはど南へ広が り最大幅が2mでぁる。柱穴との重複関係か ら,SB 1471。 SB 1472

よりは新 しくSA 1473e sA 1470よ りは古い。埋土から平城宮土器Ⅱ～Ⅲの土器が出土した。

SD 1495。 1500(PLAN 4・ 6;PL.9・ 12)P・ Q地区

十三坪・十四坪間の坪境小路側構にあたる。SD1495が南側構,SD1500が北側構である。各々

Jj



の溝の内側にあるSD1495・ SD1500に先行する南北両側構 (SD1496。 SD1499)の 埋土を掘っ

て側構がつ くられている (Fig.15～ 17)。 溝幅は南北側構 とも約 1.5m(5尺),深 さ 80 cmで

あるが,側構の道路側の肩はなだ らかな斜面 となっている。おそ らく地盤が軟弱なために,溝

肩が崩れたものと考えられ,遺構面での溝幅はもっとも広いところで,2.4mである。南北側

構間の心心距離は 6.9m(13尺 )である。溝底の標高は,発掘区の東が発掘区の西 より約 60 cm

低 く,水は西か ら東へ流れていたと推定される。

埋土から出土した土器は平城官土器Ⅱ～Vに属するもので,溝底・ 埋土上層を問わず各時期

の土器が出上した。埋土は廃絶時に一括して埋められた様相を示 し,濤底から順に堆積 した状

況はみられなかった。また,埋土からは羽口片,靖場片等の鋳造にかかわる遺物が多数出土し

,こ。

SD1538(PLAN 4・ 6)P地区

十四坪南区の南辺中央を流れるL字状の溝である。SA1566か ら西へ 13.8mの位置で SD

1500か ら北へ流れ (南北 2,lm),東に折れて東西に流れ (東西 m.6m),消浚する。溝幅は 30

cm～40cm,深 さは 15cm～20cmである。SD 1500に流れ込み,奈良時代の後半まで存続 して

お り,十四坪の南辺を画する東西塀 SA1542は この溝を避けてつ くられている。

SD 1563・ 1688(PLAN 3・ 4)P地区

十四坪南区の西方 と十四坪北区の西南隅に位置する南北溝である。北は SA1647の 北端と同

じ位置から始まり,南は坪境小路北狽1溝 (SD 1500)に 流れ込む。十四坪を東西に 2分する道路

(SF 1970)の 東側溝にあた り,東の宅地を画する SA 1536・ 1646ま では 60cmである。溝幅

は北方で 40cm,南へ行 くほど広 くな り最大 1.6mである。深さは浅 く約 7cmである。埋土

からは平城宮土器Ⅱ～Vの上器とともに鉱滓が出土した。

SD 1569・ 1649(PLA惧 3・ 4;PL。 12)O・ P地区

SD1563・ SD1688同様十四坪南区から北区にかけて検出した南北溝である。SF1970の西側

溝にあた り,北は SD1688と 同様発掘区の途中で終わる。溝は北へ行 くにしたがい東に寄 り,

東側溝 との心心距離は南では2.lmで あるが,北端では1.5mである。西の宅地を画する SA1647

までは約 50cm,SA1558ま では約 60cmである。溝幅も東側溝 と同様に南方ほど広 く80cm,

北方では 40cmで ある。深さは約 10cmである。埋土からは平城官土器Ш～Vの上器が出土し

,こ。

SE 1305(PLAN 5,PL.4・ 22)Q地区

十三坪地区の東南隅に位置する井戸。掘形は,平城宮土器Ⅲの上器および製塩土器を含む土

坑 (SK1307)よ り古い。掘形からは平城宮土器ⅡまたはⅢの上器が出上し,井戸枠内からは平

城宮土器Ⅲ～Vの上器が出土した。

SE 1315(PLAN 7,PL.5。 22)Q地区

十三坪地区の西南隅に位置する井戸。掘形からは平城官土器ⅡまたはⅢの土器が出土し,井

戸枠内からは平城官土器Ⅲ～Vの上器が出上した。

SE 1335(PLAN 7;PL.5)Q地 区

十三坪地区の西辺南方に位置する井戸。掘形からは平城宮土器Ⅱの上器が出土し,井戸枠内

からは平城官土器Ⅲ～Vの上器が出上した。
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SE 1375(PLAN 5,PL 6。 22)Q地区

十三坪地区の中央東寄 りに位置し,SA1370・ SA1430に よって囲まれる区画の東南隅にあた

る井戸。井戸はつ くり替えがあ り,井戸枠が残る新 しい井戸の掘形の下層に,古い井戸の掘形

を検出した。古い井戸の東では SK1375と 重複し,古い井戸の掘形は SK1407に破壊され,新

しい井戸の掘形は SK1407を破壊しているので,井戸つ くり替えの間に時間の経過があったこ

とがわかる。古い井戸の掘形からは平城宮土器Ⅲの土器が出土し,新しい井戸の掘形からは平

城宮土器ⅡまたはⅢの土器が,井戸枠内からは平城官土器Vの上器が出上した。

SE 1385(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の中央西寄 りに位置する。東西塀 SA1371のす ぐ北にあ り,十三坪の西半を南北

にはば 2分する線上にある井戸。掘形からは平城宮土器ⅡまたはⅢの上器が出土し,井戸枠内

からは平城宮土器Vの上器が出土した。

SE 1530(PLAN 4,PL。 23)P地区

十四坪南区の東南隅に位置する井戸。 SA 1537のす ぐ北にあたる。 SA 1527・ SA 1536・ SA

1551に よって囲まれる敷地が 1/32町 とすると,SE 1530は 宅地の東南隅に位置することにな

る。SE 1530は I・ Ⅱ期の築地 (SA 1528)の位置にあ り,築地が完全に崩壊し,代わ りに SA

1527が建てられたときに掘 られたと考えられる。 井戸掘形からは平城宮土器 Iま たはⅡの上

器が出上し,井戸粋内からは平城宮土器ⅢからVの土器が出土した。

SE 1550(PLAN 6,PL.23)P地区

十四坪南区の西南に位置する井戸。SA1548の す ぐ西にあた り,SA1548よ り西の区画の東

南隅に近い位置である。井戸枠内からは平城宮土器Vの土器が出土した。

SE 1555(PLAN 4,PL.23)P地区

十四坪南区の東北に位置しする井戸。SA1556の すぐ南にあたる。SA1551・ SA1536。 SA1556

によって囲まれる宅地が 1/32町 とすると,SE 1555は宅地の東北隅に位置することになる。掘

形からは平城宮土器Ⅱの土器が出土し,井戸粋内からは平宮土器Ⅲ～Vの土器が出上した。

SE 1560(PLAN 4,PL.24)P地区

十四坪南区の北辺中央に位置する井戸。SA1571・ SA1558・ SA1548・ SA1542に よって囲ま

れる1/16町宅地の東北隅に位置する。掘形からは平城官土器ⅡまたはⅢの土器が出上し,井声

枠内からは平城宮上器Vの上器が出土した。

SK 1463(PLAN 4・ 5)Q地区

十三坪地区の東北に位置する東西 2.3m,南北 1.2mの不整形土坑である。埋土からは平城

宮土器Ⅲ～Ⅳの土器と,平城官瓦編年Ⅲの軒丸瓦が出土した。

SK 1513(PLAN 6,PL.9・ 12)P地 区

坪境小路 (SF2000)上に位置する東西 2,7m南北 1.8mの 精円形上坑である。深さは約 8

cm,埋上には大量の炭化物を含む。埋土からは平城官土器Ⅲの土器が出上した。

SK 1824(PLAN 3;PL.18)O地 区

十四坪北区の中央に位置する南北 1.4m東西 1.35mの 不整形土坑である。SK1824は ,SB

1820。 SB1830と 重複し,双方より新しい。埋土には大量の炭を合み,輪羽口片 5片 ,靖渦片

16片,不明土製品 1片,鉱滓 5点の鋳造関係遺物が出土した。



D Ⅳ期の遺構

Ⅳ期の全体の様相はⅢ期と変化がない。Ⅲ期の遺構のうち,建物12棟,塀 19条が存続し,あ

らたに建物n棟,塀 4条が建てられる。井戸は 1基が廃絶し, 1基が,新たにつくられる。

SB 1312(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区南辺中央の位置に,東西棟と思われる建物の北側柱列と梁行 1間

を検出した。建物の規模は東西 3間 (3.lm)南北 1間 (1.5m)以上である。桁

行 (東西)方 向の柱間は 3間のうち中央の間がやや狭 く5尺,両脇間が 6尺である。梁行 (南北 )

方向の柱間は,検出した 1間が 5尺である。柱穴は一辺 50cmの 不整形である。柱穴の重複関

係から SB 1312イ ま, SB 1309。 SB 1313 より新 しい。

SB 1326(PLAN 7,PL.4)Q地 区

尺等間である。梁間 (南北)方向の柱間は 6尺等間 w H 53.Om

である。穴柱は一辺約 80cmの方形で,深 さは 55cm～ 70 cmあ り, 2箇

所に柱根を残す。一つは東北隅柱 (Fig。 33)で直径約 22cm,も う一つは

南側柱で直径約 15cmで あり, 隅柱が側柱より太くなっている。柱穴の

重複関係から SB 1325。 SB 1327よ り新しい (Fig。 22参照)。 柱穴からは

平城官土器ⅡもしくはⅢの上器が出上した。

SB 1362(PLANの Q地区

十三坪地区の中央南寄 りに位置する東西 2間 (3.6m),南北 2間 (5.4m)の南

北棟である。桁行 (南北)方向,梁間 (東西)方向とも柱間は 6尺等間である。

柱穴は小が りで,柱筋の揃いもよくない。西南隅柱は後世の上坑で破壊され,検

出できなかった。

SB 1391(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区中央北寄 りに建つ東西 4間 (7.8m),南北 3間 (6.6m)の

東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は東から7尺 。6尺・ 6尺・ 7

尺,梁間 (南北)方向では身合柱間が 6尺等間,北庇の出が10尺である。

梁行の柱間より庇の柱間が大きい形式は,規模が少し異なるものの SB

1380と 共通する。 身舎の柱穴は一辺 60cm～ 70 cmの 不整形で, 庇の

柱穴は, 身舎よりひとまわ り小さく一辺約 40cmの 不整形である。柱穴の重複関係から

SB 1391は ,SB 1390・ SB 1415よ り新しい。柱穴からは平城宮土器ⅡまたはⅢの土器が出土し

,こ。

SB 1406(PLANの Q地区

十三坪地区の中央西辺に位置する東西 2間 (4.2m)以上,南北 2間 (3.6m)

の東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は東から8尺・ 6尺,梁間 (南北)方

向の柱間は 6尺等間である。柱穴は規模・形状 とも不揃いでおよそ一辺 30 cm

～60cmである。柱穴の重複関係か ら SB 1406は SA 1422よ り新 しい。

」じ

十三坪地区南辺中央に建つ東西 4間 (7.3m),南北 2間 (3.6m)の東

西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は東 2間が 6尺等間,西 2間が7

Fig。 33 SB 1326
の柱根



SB 1478(PLAN 6;PL.11)Q地 区

十三坪地区の北辺 SB 1480の東側に位置する東西 5間 (8,7m),

南北 2間 (4.5m)の 東西棟である。桁行 (東西)方向の柱間は東 3

間が 6尺等間,西 2間 が5.5尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は7.5

尺等間である。柱穴は一辺 50 cm～ 60cmの不整形である。 柱穴の

重複関係か らSB 1478は SB 1475。 SB 1476・ SB 1377よ り新 しい。

はVの上器が出土した。

SB 1531(PLAN 4)P地区

柱穴か らは平城官Ⅳもしく

十四坪南区の東南隅に位置し,十四坪の東半の区画に建つ。東西 4間

東西 4間 (7.2m),南北 3間 (4.8m)の 北縁をもつ東西棟である。身舎

の桁行方向の柱間は,東 3間が5.5尺,西 1間が7.5尺,梁間 6尺等間,

縁の出が 4尺である。柱穴は一辺 80cmの 方形で,北柱列の 5個の柱穴

は小さく,一辺 40cmの方形である。身舎 との柱間も小さく,縁束の柱穴と考えられる。南

側柱東から2番 目及び 3番 目,北側柱西から2番 目に柱痕跡をとどめ,縁の西から2番 目,3

番 目に柱根を残す。柱穴からは平城官土器Ⅲの土器が出土 した。

SB 1544(PLAN 6)P地区

十四坪南区の南辺西寄 りに位置する東西 2間 (3.6m),南北 (3.3m)の東西棟

である。桁行 (東西)方向の柱間は 6尺等間,梁間 (南北)方向の柱間は 5.5尺

等間である。柱穴は一辺 40cm～ 50c血 の方形である。 柱穴の 重複関係からSB

15471ま , SB 1545 より弟斤しい。

SB 1690(PLAN 3)O地 区

i:i二亀!:寛亀E:写ir室き霞ξtt」!え薦 手発吾雰色居区 :コ
は 5尺等間, 梁間 (南北)方 向の柱間は 6尺等間である。 柱掘形は一辺 30cm～50cmの 不

整形である。柱穴の重複関係から SB 1690は ,SB 1760よ り新 しい。

SB 1691(PLAN 3)O地 区

SB 1690の 桁行柱間を 6尺にし,北側柱筋はそのままでやや東

にずらして建て替えた建物である。東西 6間 (10.3m),南 北 2間

(3.6m)の東西棟である。柱間は桁行 (東西)方向,梁間 (南北)

方向とも 6尺等間である。柱穴は一辺 50cmの 精円形である。柱穴からは平城宮土器Ⅱ～Ⅳ の

上器が出上した。

SB 2081(PLAN 2)Oナ 也区

義瀞紳距詔聾好ぽ鑓M園
隅丸方形である。 SK 2079(平城官土器Ⅱの上器を含む)・ SK 2001と 重複し, 双方 より新 し

い 。

）
（

）
（

）
（
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SA 1372(PLAN 7;PL.6)Q地 区

十三坪地区の中央に位置 し, SA 1371の す ぐ北 (60 cm)に平行する東西塀である。 4間分

を検出し,柱間は 6尺等間である。柱穴は 1辺 40 cm～60 cmの不整形である。SA 1371の部

分的改修と考えられる。

SA 1473(PLAN 4;PL,10)Q地 区

十三坪地区の東北隅に位置する東西塀である。坪境小路南側溝 (SD 1495)心から南に 3.Om

の位置にあ り,前時期の築地塀 (SA 1485)の 南に建てられたと考える。西は SF 1320の東から

始まり, 8間分を検出し(う ち柱穴 3個検出できず),東はさらに発掘区の東へ続 く。柱穴は一

辺およそ 60cmの方形である。 SA 1473は SB 1472と 重複し,柱穴の重複関係から SA 1473

は SB 1472よ り新 しい。

SA 1541(PLAN 6)P地 区

十四坪南区の南辺に位置する東西塀である。坪境小路の北側溝 (SD 1500)心 から北に 1.5m

の位置にあ り,十四坪の西半の宅地の南を画する。東はL字形の溝 SD 1538の東から始まり,

10間分を検出し,西は発掘区のさらに西に延びる。柱間はおよそ 6尺等間,東から6間 目のみ

15尺 とし, この位置が通路に当たるものと考えられる。この塀は前時期に造 られた SA1542の

SD 1538よ り西の部分を,南にず らしてつ くり替えたものと考えられる。柱穴は一辺 40cm～

70clnの 方形もしくは楕円形で,一部に柱痕跡を残す。

SE 1360(PLAN 5)Q地 区

十三坪地区の中央東寄 りに位置 し, SA 1355。 SA 1370に よって囲まれた区画の東北隅にあ

たる。他の井戸に くらべ掘形・井戸枠 ともひとまわ り小さい。掘形か らは平城宮土器Ⅱまたは

Ⅲの土器が出上し,井戸枠内からは平城官土器Vの土器が出土した。

SK 1356(PLAN 7)Q地区

十三坪地区中央南寄 りに位置する東西 1.9m南北 7.Omの南北に長い大規模な土坑である。

北方の南北 3m分が一段深 くなってお り,深 さは 50cmである。 南は浅 く,深 さ 17cmであ

る。埋土には炭を混え,平扱宮土器Ⅲの上器が出上した。SB1344・ SB1362と 重複し,双方よ

り新しい。

SK1361(PLAN 5。 7;PL.4)Q地区

十三坪地区の中央に位置 し,SA1370の すぐ南にあたる。東西 3.Om南北 2.3mの 隅丸長方形

の大規模な土坑である。南部分 (東西 5.7m南北 1.2m)が一段深 く,深さ 30cm, その回 りは

浅 く深さ 15 cmである。埋土には灰化物を含み,製塩土器とともに平城官土器Ⅲ～Ⅳの上器が

出土した。

SK 1373(PLAN 5,PL.6)Q地 区

十三坪地区の東辺中央に位置する東西 3m,南北 1.8mの不整形土坑である。深さは約 18cm

である。埋土からは平城官土器Vの上器と平城宮瓦編年Ⅲの軒平瓦が出土した。

SK 1397(PLAN 7)Q地区

十三坪地区の中央北寄 りに位置する東西 1.lm南北 1.2mの 円形土坑である。SK 1397は

SB 1415と 重複し,SB1415よ り新 しい。埋土には 大量の戊化物を含み, ミニチュア土器およ

び平城官土器ⅣもしくはVの上器が出土した。

びθ



SK 1437(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の北西に位置する東西 55cm南北 55cmの小規模土坑である。深さ 13cmで ,

埋土に焼土を含み,平城宮土器ⅣもしくはVの土器が出上した。

SK 1479(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の北辺西寄 りに位置し,坪境小路 (SF2000)の す ぐ南に位置する不整形土坑であ

る。東西 1.9m,南北 90cm,深さは 15cmである。埋土からは製塩土器および大量の土器が出

上し,平城官土器Ⅳ もしくはVの土器が含まれていた。SK1479は SB1480と 重複し,SB1480

より新 しい。

SK 1491(PLAN 4,PL.9)P,Q地 区

坪境小路 (SF2000)上に位置する楕円形土坑である。東西 2.9血 ,南北 0,9m,深 さは 27cm

である。埋土か らは対渦片,製塩土器および平城官土器ⅡまたはШの上器が出土した。

SK 1503(PLAN 6,PL.9)P・ Q地区

坪境小路 (SF 2000)上に位置する不整形土坑である。東西 2.8m,南北 1.2m,深 さは約20cm

である。埋土か らは対鍋片および平城官土器ⅣからVの上器が出上した。

SK 1506(PLAN 4;PL.9)P地 区

坪境小路 (SF 2000)上 に位置する不整形土坑である。東西 2.5m,南北 1.5m,深 さは 22cm

である。土坑西辺には灰化物が大量につまって消 り,大量の製塩土器消よび平城宮土器Ⅲの土

器が出上した。

SK 1508(PLAN 4,PL.9)P・ Q地区

坪境小路 (SF 2000)上 に位置する円形土坑である。東西 2.8m,南 北 2.8m,深さ 20 cmであ

る。埋土か らは平城宮瓦編年Ⅳの軒丸瓦が出上した。

SK 2036(PLAN 2)O地 区

十四坪北区の北方中央に位置する土坑である。東西 4.7m,南北 4.5mの整った方形をして

いる。底は凸凹で中心部分が最も深 く,約 30cmである。埋土は大きく2層に分かれ,上層で

は土器 。炭化物を多 く含み,下層では余 り決化物を含まない。埋土からは,輔羽口片 6片,姑

禍片28片,砥石 2点,鉱滓 7点,不明鋼製品 1点の鋳造関係遺物が出土した。土器は平城官土

器Ⅲ～Ⅳのものが出上した。

この土坑は,井戸 (SE2020)の 北に位置し,井戸とは南北溝でつながれていた形跡がある。

また他の土坑 とは異なり,整 った方形をしてお り,工房に関連する施設 とも考えられるが,詳

細は不粥である。

E その他の遺構

SK 1304(PLAN 5,PL.7)Q地 区

十三坪地区の東南隅に位置する東西0.3m南北 6.Om 以上の大規模な長方形土坑。埋土は上

H53.5m                  w層に戊と戊化物を含 二

む層 (約 10cm),下

層に炭を含まない粘

質上の層がある。深

さは最深部で 60 cm

(Fig.34)。 Fig,34 SK 1304断面図



SK 1316(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区の南西隅に位置する束西 60cm以上,南北 55cmの精円形土坑である。埋土から

は大量の製塩土器が出上 した。 この土坑の西端は発掘区西外方に出る。

SK 1347(PLAN 7)Q地 区

十三坪地区西辺南寄 りに位置する東西 1.lm,南北 0.6mの楕円形土坑である。選土か らは

大量の製塩が出上し,ま た平城宮土器ⅡもしくはⅢの上器が出上 した。

SK 1510(PLAN 4,PL.9)P地 区

坪境小路 (SF2 000)上 に位置する東西 2.lm,南北 1.8mの精円形土坑である。埋土から和

同開方が出土した。

SK 1775(PLAN 3;PL。 19)O引也区

W  H 53.9m  E  十四坪北区の南方中央に位置する円形土坑である。東西 。南北 とも

90 cm,深 さは 40cmである。断面は,上部がす りばち状を呈し,下

部は垂直に落ちる。埋土は炭混 じりの階褐色上で,石・瓦片を大量に

含む (Fig.35)。

SK 1819(PIッ AN 3)O地区

十四坪北区の中央に位置する南北 1.lm,東西 40cmの橋円形土坑

で,湾曲羽口が出土した 。

SK 1831(PLAN 3)O地区

十四坪北区中央東寄 りに位置する東西 80 cm,南北 60cmの精円形土坑である。埋土から平

城官土器Ⅱに属する土器が出土した。

SK 1910(PLAN 2)O地 区

s  H 53.8m  N  十四坪北区の中央に位置する不整形土坑である。東西 0.7m,南 北

1.lm,深 さは約 20cmで , 底面は凸凹である。埋土からは輸羽 口片

6片 ,lll蝸片 1片,不明土製品 2片 の鋳造関係遺物が出上した (Fig.

Fig 36 SK 1910断 面図 36)。

SK 1964(PLAN 4)P地区

十四坪南区の東南隅に位置す る東西 0.65m,南北 0.3mの 小規模土坑である。埋土か らは大

量の製塩土器が出土 した。

SK 1965(PLAN 4)P地区

十四坪南区の東南に位 置する東西 2,7m,南

北 3.Omの 不整形土坑である。埋上には大量の

炭化物を合み,多数の製塩土器とともに平城宮

土器Ⅲの土器が出上した。 また,新型式の軒丸

瓦が出土した。

SX 1552(PLAN 4;PL.15)P地 区

Ｚ
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Fig 37 SX 1552断面図

西寄 り中央が最 も深 く (深 さ 18cm)

び2

十四坪南区の東辺中央に位置する東西 0。 75

m,南北0,35mの小規模な楕円形土坑である。

東はなだらかな傾斜とな り,最深部には幅 10cmの溝が

Fig 35 SK1775断 面図



ある。壁面が赤褐色に焼け,内部に灰が詰まって消 り,こ の遺構は炉跡 と考えられる (Fig.37)。

埋土からは鋳造に関係したと考えられる土製品が 6片出土した。

十三坪地区

*SE 1305(PLAN 5,PL.22)Q地 区

直径 91cmの丸太をかたつに割 り裂いたのち,内李1り し,再度 2枚合わせにしたものを井戸

枠 とした円形の井戸。十三坪地区の東南隅で検出。枠板の厚さは 8cmあ り,井戸枠の内径は

78～80cmで ある。井戸底に小円礫を厚さ 20～30cmに敷きつめている。井戸枠を据え付ける

ための掘形は,東西 220cm・ 南北 180cmの 楕円形で,深さは 226cmあ る。Ⅲ期につ くられ ,

・ 奈良時代の末期に廃絶したと考えられる。

井戸底のバラス敷きの直上から海獣葡萄鏡の破片が出上 し,井戸埋土の最下層からは和同開

弥 2点, 神功開賓 1点,帯金具,鉄斧,鉄釘 などが 出土 した。 また井戸底から 100～ 120 cm

に堆積 した黒灰色粘土層には,斎串,横櫛,曲物底板などが埋っていた。この井戸と同じ位置

で,ひ とまわ り大きな掘形が確認された。これは東西 340 cm,南 北 300cmの隅丸長方形の平

面形を呈する。SE 1305を つ くる以前にあった井戸枠を解体 した際の抜取穴であろう。

SE 1314(PLAN 7,PL.5)Q地区

十三坪南辺に位置する一辺 1.3mの 方形綻板組の井戸。掘形は直径 1.8m以上の不整形。

近代の井戸である。

SE 1315(PLAN 7,PL.22)Q地 区

十三坪地区西南隅で検出した,内法一辺 73～75cmの ,綻板組み横桟 どめ方形井戸である。

井戸枠は,縦板を横板と横桟 6段で内側から支える構造をとる。井戸底に接 して横板を,底か

ら 80cmの位置に相接する横桟 2段,120cmに横桟 1段,150cmに相接する横桟 2段をわた

す。横板,横桟 ともに,部材の両端を凸形あるいは凹形につ くって組み合わせる目ちがい柚紅

み (Fig.38)で 固定 している。

* 縦板は幅 10～20cm,厚 さ 2cmとまどの細長い板材を交互に重ね合わせ, さらにその裏に 1

列,合わせて二重にメバ リ状に重ねている。裏の 1列 は長さ lm前後の縦板を上下に重ねてい

るが, ここに使われている板材には目ちがい納の切 り欠きがあ り,横板井籠組みの井戸枠を転

用 したものであることがわかる。方形井戸枠の方向は,北で10度東に偏 している。遺構検出面

から丼戸底までは 250cmあ る。井戸枠の掘形は東西 270cm,南北 260cmの 隅丸方形の平面

*形で,井戸粋はそのほば中央に設置されている。Ⅲ期につ くられ,奈良時代の末期に廃絶。

井戸底 120cmの 厚さに堆積した黒灰色粘土層には,多 くの土器や瓦片とともに斎串 3点 ,

和同開弥,神功開賓,鈴が埋ってお り,他に枠内から大型砥石や鋳造工具の鉄匙,鉄鉗,それ

に合計 2.87 kgの 良質の木灰片も出土している。この木炭 |ま,地下水を濾過し浄化するために

井戸底に敷きつめられたものとみられる。

* SE 1329(PLAN 7)Q地 区

十三坪南辺の一辺 1.lmの方形縦板組の近代の井戸。掘形は直径一辺 2.4mの 円形。

一戸井F



目ちがい市内組み 相欠き本内組み

Fig.38 井戸粋横桟の組み方

SE 1332(PLAN 7)Q地 区

十三坪南辺の一辺 1.lmの方形縦板組の近代の井戸。掘形は一辺 2.Omの不整形。

SE 1335(PLAN 7,PL.5)Q地区

十三坪地区西辺南寄 りで検出した,内法一辺 82cmの 縦板組み横桟 どめ方形井戸である。調

査の途中で崩落したため,細部の状況は不詳である。横桟は 3段分が確認され,上から2段 目

には樹皮をとどめた丸太材を使っている。

掘形は東西 260cm,南北 225cmの楕円形で,遺構検出面下 90cmで一段つけて,以下は直

径約 90cmの大きさに掘 り下げられている。Ⅲ期につ くられ,奈良時代末期に廃絶。井戸粋内

の埋土から斎串,曲物底板,把手,藤原官式軒丸瓦6273型式が出土した。

SE 1360(PLAN 5,PL.25)Q地 区

十三坪地区東辺中央で検出した。内法の一辺が 61cmの 縦板組み方形井戸である。遺構検出

面から丼戸底までの深さが 80cmと ,周辺の井戸に比べるといちじるしく浅 く,ま た底の標高

も 1.5mほ ど高い。ただし井戸の掘形は,古い河道の推積層であることを うかがわせる細砂層

に掘 りこまれて潜 り,湧水の条件はそなわっている。井戸の粋板は 25～40cmの 高さを残すだ

けであ り,縦板の支持構造などについては不詳である。井戸枠の方位は北で西に約 19度偏して

いる。掘形の平面形は東西 140cm,南 北 140cmの 楕円形を塁する。Ⅳ期につくられ,奈良時

代末期に廃絶 している。井戸内から藤原官式軒丸瓦6274型式A種と砥石が出土した。

SE 1365(PLAN 7;PL.22)Q地 区

十三坪地区中央東南寄 りで検出した,内法一辺 77～82cmの綻板組み隅柱どめの方形井戸で

ある。各辺 とも5～ 6枚の板材を少 しずつ重ねて立て,四隅の内側に直径 10～ 15cmの 九柱を

立てている。この隅柱以外には縦板を直接支えるものはなく,現状では東・南・北辺が井戸内

にせ り出している。遺構検出面から丼戸底までの深さは 224 cmあ る。井戸枠の方位は,ほぼ

南北方向に合っている。柱掘形は東西 210cm,南北 240cmの 整った方形の平面形であるが,

遺構検出面下約 90cmで 急にすばまり, 以下は直径が 140cmの円筒状に掘 り下げ られてい

る。 I期につ くられたと考えられ,奈良時代を通じて存続 していた。井戸内から横櫛が出上し

,こ 。

SE 1375(PLAN 5,PL.22)Q地 区

十三坪地区東辺中央で検出した,内法一辺 66cmの 上下 2段構造をとる方形井戸である。井

戸底から 100cmま では横板組みで,幅 20～30cmの横板を 4段積みあげ,裏側に薄い縦板を

一重にあてがっている。上段は綻板組み隅柱どめ構造で,下段の横板の上面に隅柱を置き,綻

板は下段の横板の裏側に下端をさしこむようにして2～ 3重に並べ立てている。なお横板のう
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ち北辺の最上段には,多足机の天板が転用されていた。方形井戸枠の方向は北で東に約 12度偏

している。掘形は直径 210～ 230cmの 精円形の平面形を呈し,井戸底か らlmほ どの範囲は急

に狭 くなっている。Ⅳ期につ くられ,奈良時代末期まで存続 した。

なお, この井戸の掘形 と同じ位置で,ひ とまわ り大きな掘形が重複している。平面形は東西

300 cm,南 北 260 cmの 方形である。

SE 1385(PLAN 7;PL。 23)

十三坪地区中央西寄 りで検出した,内法一辺が東西 96cm,南北 98cmの維板組み横桟 どめ

方形井戸枠である。一辺あた り6～ 7枚の縦板を立てて,横板で内側から支える。縫板の裏側

には厚さ 5mmほ どの薄い板をあてて, 日地をふさいでいる。横桟は井戸底から 35cmの位置

に一段だけ残 り,7× 5cmの角材を目たがい柄で枠組みしている。井戸枠の方向はほぼ南北に

合っている。遺構検出面から丼戸底までの深さは 191cm。 掘形は直径 280cm前後の不整円形

の平面形で,底の部分は井戸枠がちょうど収まる程度の大きさに狭められている。Ⅲ期につ く

られ,奈良時代末期まで存続 した。

井戸内の堆積層から和同開弥 と神功開賓が各 1点,斎串,刀子の柄,輔羽口それに6225型式

A種 。6304型式A種,モ モの種子, クリの種子などが出土している。

SE 1413(PLAN 7)Q地 区

十三坪の北辺に位置する13枚からなる桶板を組んだ直径 1.3mの円形井戸。掘形は,直径

1.4mの円形。近代の井戸である。

SE 1488(PLAN 6)Q地 区

十三坪の北辺に位置する一辺 1.3mの方形縦板組みの井戸。掘形は,直径 2.Omの 円形。

厚板を並べて蓋をしている。近代の井戸である。

十四坪地区

SE 1530(PLAN 4,PL.23)P地 区

十四坪南区東南隅で検出した,内法一辺が 68～72cmの 維板組み横桟 どめ方形井戸である。

上下 2段構造になってお り,井戸底から 180cmの 高さまでは,幅が 35～50cmの板材を一辺

あた り2枚ずつ立て, 井戸底か ら 150 cm以 上では,下段の 井戸枠の 裏側に綻板を重ねる。

横桟は井戸底に接する位置 と,底から 115cm,150cmの 3箇所にある。横桟には 5cm角 の角

材が使われ,一番上の桟が目たがい柄,他の 2箇所が相欠き柄組み (Fig。 38)である。

井戸枠の方位はほぼ南北に合っている。遺構検出面から丼戸底までの深 さは 235cmあ る。

掘形は東辺が調査区の東に続 くが,南北 190cm,東 西 190cm以上の長精円形の平面プランを

もち,底から 1.lm以下の範囲は東西 80cm,南北 120cmほ どに狭 くなる。Ⅲ期につ くられ ,

奈良時代末期に廃絶 している。井戸内から斎串,鉄釘,鋼板それにモモの種子 146点 ,そ の他

の種子29点が出土した。

SE 1550(PLAN 6;PL。 23)P地区

十四坪南区西南隅で検出した,内法一辺が 68cmの 方形井戸である。上下 2段構造で,底か

ら 190 cmま では横板井籠組みの枠で,横板を 9段に組みあげている。 この うち南辺の,底か

ら3段 日の横板には,外側 (裏側)に墨書の習書が残されていた (PL.51-2)。 上段の井戸枠は

下端近 くが残るだけだが,下段の横板組み枠の最上部の外側に,一辺あた り2枚の綻板を立て



て,下端の内側から横桟で支えている。この上段の縦板組み井戸粋は,後補のものであ り,修

復に際して設置されたものとみ られる。井戸枠の方向はほば南北に合 う。井戸底までの深さ

は,遺構検出面か ら 238 cmあ る。Ⅲ期につ くられ,奈良時代末期まで存続 している。掘形は

東西 200cm,南北 251cmの平面規模で,東壁は垂直に,西壁は斜めに掘 り下げられている。

井戸底に堆積 した厚さ 30cmの暗灰色砂質土から,和同開弥,錯帯金具,砥石,青銅の鉱滓,

錐の柄が出土し,そ の上の厚さ 10cmの 粘土層からは,刀子が出上した。その他に丼戸内埋土

の中からは斎串,横櫛,軒丸瓦,そ モの種子 170点 ,梅や クル ミの種子 6点などが出土した。

また掘形の中の,底から30cmの位置に,井戸枠の裏側に接するように,2点の杓子形木製品

が埋っていた。

SE1550の西 2mに ,井戸枠を抜き取 り,埋め立てられた穴がある。その深さは 170cmで ,

SE1550の掘形 よりも 70cmほ ど浅い。

SE 1555(PLAN 4,PL.23) P地 区

十四坪南区北東隅で検出した,上下 2段構造の方形井戸である。下段は井戸底から265 cm

の高さまでで,内法一辺が 65cmの 縦板組み横桟どめの井戸枠である。縦板は各辺 とも2～ 3

枚の長大な板材を隙間なく並べ,東辺では 2枚の縦板の目地を摩さぐために,裏に薄い縦板を

あてが う。縦板の長さはいずれも 265cm前後で,幅の広いものは 50cmを超す。横桟は底か

ら 10cmと 150cmの 2箇所にある。

上段の井戸枠は,下段の井戸枠の上端に接して,その外側に据えている。縦板組み隅柱横桟

どめの構造で, 内法一辺は 94cmあ る。 隅柱は角材で, 柄穴を うがって横桟をさしこんでい

る。井戸枠の方向はほぼ南北方位に合っている。井戸底の深 さは,遺構検出面から 350cJInあ

る。掘形は東西 235cm,南北 265cmで,遺構検出面下 90cmか ら急に狭 くな り,底では井戸

枠がちょうど収まるくらいの大きさに掘 られている。Ⅲ期につ くられ,奈良時代末期まで存続

した。

井戸底に推積した厚さ 40cmの 灰色砂層には, 厭勝銭である富本銭,和同開弥の完形品 8

点,高年通賓 1点,神功開賓 2点,ガ ラス玉 1点のほか,斎串,鋼製人形,横櫛 7点など多 く

の遺物が埋っていた。斎串や銅製人形など明らかに祭祀に使われたものに加えて,ま じないの

色あいの濃い厭勝銭,単に遺失したものとは考えがたい完形の銅銭11点,それにこれも投げ入

れられた時には完形であったとみられる横櫛 7点などの組み合わせは,こ れ らが一括してある

種の祭祀に供されたものである可能性が強いと考えられる。

その他に丼戸枠内の埋土からは,軒丸瓦6316型式 Kb種,隅木蓋瓦,完形の円形曲物,そ モ

の種子53点,桧皮の少片なども出土している。

SE 1560(PLAN 4,PL.24)O地 区

十四坪南区北辺中央で検出した,内法一辺 100 cmの 縦板組み横桟どめ方形井戸。南・東・

北辺は幅 35～60cmの板材を 2枚ずつ立て,西辺は 15～20cm幅 の縦板を 5枚並べ立てる。各

辺 とも裏側に 1～ 2重に日地ふさぎの薄い板をあてが う。横桟は角材で,井戸底に接する位置

に 1段,底から 80 cmに相接して 2段,130 cmに 1段, 合わせて 4段が残る。横桟はいずれ

も目たがい柄で組まれている。井戸枠の方位はほぼ南北方向に合っている。

井戸底の深さは遺構検出面から 223cm。 掘形は東西 324cm,南北 325cmの九みをおびた方
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形の平面形で底部でも東西 230cm,南北 240cmあ り,比較的広く掘られている。Ⅲ期につく

られ,奈良時代末期まで存続。井戸内の堆積土から神功開資,ガ ラス玉,斎串 3点 ,横櫛 4点 ,

曲物底板,モ モの種子206点などが出土した。

SE 1700(PLAN 3,PL.24)O地 区

十四坪北区中央南寄 りで検出した井戸で, 上下 2段構造の井戸粋をもつ。井戸底から 240

cmま では,内径 50～60cmの縦板組み円形井戸枠で,横断面が円弧形の縦板 3枚 と,幅 16cm

の板材 1枚を,つなぎ柄で組み合わせている。 こ

の柄組みは,縦板の側辺近 くに柄穴を うがち,長

さ 40cmほ どの 3cm角の棒材で相接する2枚の

縦板を縫 うように してつなぐという特殊 な方法

(Fig。 39)で , 井戸底から 40 cmと 190 cmの 2

箇所にある。また維板の裏側には合せ目地をかさ

ぐ薄い板材があてがわれている。

底から 220cm以上は内法一辺が 68cmの横板

組み隅柱どめ井戸枠で,横板 2段分が残る。 この

部分は補修に際して新たに組まれたものである。

隅柱は方形に組んだ横板組み枠の内隅にあ り,下端を尖 らせた直径 10 cmほ どの九材を 30cm

打ち込んでいる。井戸底の深さは遺構検出面から318cm。 井戸枠の方位はほぼ南北方向に合

っている。掘形は東西 228 cm,南 北 223 cmの 不整方形の平面形で,井戸底に近い 1.7mの 範

囲は直径 lmと 狭 く掘 られ,井戸枠はその東南に寄せて設置されている。 I期につくられ,奈

良時代を通じて使用されていた。

SE 1867(PLAN 2・ 3,PL.24)O地 区

十四坪北区中央で検出した, 内法一辺が 70 cmの縦板組み横桟 どめ方形井戸である。縦板

には各辺 とも長さが 210～230 cmの 長大な板材を 2～ 3枚並べ立て,底から200 cm以 上では,

外側に重ねてさらに縦板を上に継ぎ足 している。この部分は後補である。南辺では裏に薄い縦

板を 2～ 3重につめるように立てている。横桟は井戸底から35cm,105 cm,170cm,220 cmの

4箇所に残ってお り,いずれも日たがい柄組みである。方形井戸枠の方向はほば南北方位に合

っている。遺構検出面から丼戸底までの深さは 298 cmあ る。掘形は東西 282cm,南北 268 cm

で,底部に至るまで広 く掘 り下げられている。 I期につくられ,Ⅱ期には廃絶 している。

井戸底から 105～ 170cmの間に堆積した粘質土層の中から,鈴,馬具の一つである鋼製飾

金具などの金属製品や木簡 (PL.51-1)斎 串,曲物底板などが出土した。また井戸廃絶後の埋

土から,軒平瓦6663型式M種が出上している。

SE 1870(PLAN 3,PL.25)O地 区

十四坪北区中央西寄 りで検出した,内法一辺が55～60cmの方形井戸である。井戸底からlm

までは枠板が残るが,以上の部分は抜き取 られている。底に近い部分の井戸枠は,長 さ 70cm

の一辺に 2～ 3枚立て並べ,東辺以外の 3辺では裏側に,幅 も長さも多様な板材をつめこむよ

うにあてがっている。この中には大型曲物の底板や別の井戸で使われていた井戸枠の横板材な

どの転用材も含まれている。井戸底には直径 5～ 10cmの小礫が約 20cmの 厚さに敷きつめら
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れている。

底から45cm以上には縦板の裏側に横板組みの方形井戸枠を重ねてお り,現状では 2段分が

残る。井戸枠の方位は北で西に 5度ほど偏している。 井戸底の深さは遺構検出面から 304cm

あ り,井戸枠を据えつけるための掘形は井戸底から 140cmの範囲に残っている。井戸粋を抜

き取るための掘形は東西 290cm,南北 285cm以上の平面規模で,北半部に SE1880の 掘形が

重複している。 I期につ くられ, Iあ るいは Ⅱ期に廃絶 した。 井戸内の埋土からは 斎串 5点

や曲物底板が出上している。

SE 1880(PLAN 2・ 3,PL。 25)O地区

SE1870を とりこわしたのちに,やや北に位置を移してつ くられた,内法一辺が 65× 70cm

の横板組み隅柱どめ方形井戸である。SE1870よ りも 150cm浅 く,井戸底の深さは遺構検出面

から 162cmあ る。隅柱の側面に彫 りこまれた綻溝に幅 30cm前後の横板を落しこむ構造で
,

横板は 4段 目までが残 り,以上の部分は腐蝕 して失われている。井戸枠の方位は,SE1870と

同じく北で約 5度西に偏している。掘形は東西 240cm,南北 200cmの方形で,底に向って少

し狭 くなるように掘 られている。 I期あるいはⅡ期につくられ,Ⅱ期に廃絶 した。井戸内の埋

土から糸巻の横木が出土している。

SE 1917(PLAN 2,PL.25)O地 区

井戸枠が完全に抜き去 られた抜取穴を十四坪北区中央西寄 り,SE1880の北側で検出した。

掘形の大きさは, 東西 262 cm,南】ヒ224 cmで 深さが 210 cmあ る。 中に板材が 3点 と刀子

柄,曲物底板,蓋板が埋まっていた。 I期 ないしはⅡ期に使われていた。

SE 2019(PLAN 2;PL.25)O地 区

SE2019 1ま SE2020がつ くられる以前に同じ位置にあった井戸で,SE 2020の掘形の東半部

に重複して掘形が残る。

SE 2020(PLAN 2,PL.25)O地 区

十四坪地区北区北寄 り中央で検出した,内法一辺が 78cmの縦板組み横桟どめ方形井戸であ

る。調査の途中で崩れ落ちたために細部の様子はつまびらかでないが,一辺あた り6枚前後の

縦板を並べ, 10cm角 ほどの角材でつ くった横桟で内側から支えている。井戸枠の方位はほぼ

南北に合っている。掘形は東西 233cm,南北266cmの方形プランを呈する。 I期ないしはⅡ期

につ くられ,奈良時代のおわ りまで存続 している。枠内から,竪櫛,桧扇,曲物容器,柄杓,

方形の折敷,箸,そ その種子90点などが出上した。

SE 2070(PLAN 2,PL.25)O地 区

十四坪北区西辺北寄 りで検出した,内法一辺が 60cmの縦板組み横桟どめ方形井戸である。

縦板は,北辺と東西辺が厚さ 3cm,幅 60cm,長 さ 2mに及ぶ一枚板で,南辺は 2枚の縦板を

並べて,合せ目の裏側に薄い板をあてがって目地どめとしている。横桟は井戸底から 80cmの

位置に 1段残る。直径 5cm lま どの九材の両端を一

方から削 りこんで薄 くつ くり,その部分を上下に重

ねて方形に組んでいる (Fig。 40)。 井戸底 の深さは

遺構検出面から 253 cmあ る。

井戸枠の方向はほぼ南北方位に合っている。掘形Fig.40 SE 2070の 横桟の組み方

びδ



のプランは東西 242 cm,南北 198 cmの 長方形で,深さは 253 cm。 掘形の底全面に直径 10 cm

ほどの小映を 20cmの 厚さに敷きつめている。 I期につ くられ,Ⅱ期のおわ りに廃絶 したと考

えられる。 井戸底から鉄鏃,萌羽日,横櫛,漆容器として使用された円形曲物や軒丸瓦 6012

型式,6225型式 C種 ,6308型式,軒平瓦6646型式H種が出土した。また掘形に軒平瓦6646型式

H種が埋っていた。

小結 ―井戸の規模 と構造について一

以上に記述したように,今回の調査区か ら17基の奈良時代井戸を検出し,そのほかに同じ場

所で,あ るいは近接した場所で,井戸枠の抜き取 られた掘形を 5箇所で確認 した。井戸枠の規

模は,一辺が 55cmか ら 100cmの 間にあ り,60～80cmの 井戸枠が17例中12例を占めている。

これまで平城京内で調査 された,奈良時代に属する井戸は,今回報告する分を合わせると156例

に及ぶ。そのうち井戸枠が遺存するのは ■2例をかぞえる。その規模をまとめると,一辺ない

し直径の規模が 100cm以下の井戸枠は 86例あ り,中でも 60cm以上 80cm以下のものがそ

の63%の 54例ある。いっぽ う一辺が 120cm,当時の尺度で約 4尺を越える大型の井戸枠は,僅

少ではあるが,12の調査例がある (Tab.4)。 最大規模 (一辺 200cm)は薬師寺寺域内のもので

ある。それ以外の11例についてみると,10例までもが,いずれも 1町以上の宅地を占有する高

位の貴族,官人など, きわめて限られた階層の住人の

宅地内で検出したものである。 もっとも,大規模な宅

地内の井戸がすべて大きかったのではなく,そ こでは

100 cm以 下の 規模の井戸も 同時につ くられていた。

それに対 して,平城宮の中につ くられた井戸の規模を

みると,Tab.4に明示されるように,多 くが一辺 150

cm以上の大型井戸枠をそなえてお り, 京内の井戸と

はいちじるしく様相を異にしている。 また平城官内で

は,小 さい井戸枠でも,一辺が 90cmを下まわる例は

ない。

井戸枠の規模 と構造の間には, かな り密接な相関関

係がみとめられる。今回報告した17基の井戸枠には,

側板を,到 り抜いた丸太でつ くるもの,縦板を並べて

円形あるいは方形につ くるもの,横板を方形に組んで

積み上げるものの 3通 りの方法がみ られ,上下 2段構

造をとる井戸の中には,縦板組み と横板組みを併用す

る場合もある。 大多数は縦板組み構造の井戸枠であ

り,横板組みだけのものは 2例,丸太李1り 抜き構造の

井戸枠は 1例にとどまる。

平城京内の他の調査例をみると,一辺が 120cm以上の井戸枠は,ほ とんど例外なく横板組

み構造をとる。それに対 して,60～ 100cmの 井戸枠では,68例 中43例 までが縦板組み構造で,

横板組み13例,曲物 7例,丸太割 り抜 きが 2例であ り,縦板組み構造が一般的なつ くり方であ

ったことがわかる。一辺が 59cm以下の小規模の井戸枠は,18例 のうち13例が底を抜いた曲物

一・一一一

●6AHの井戸
判平城宮内の井戸

0      60     120    180    240    300cm

Tab.4 平城宮・京の井戸の規模

(井戸枠の一辺・直径 )



を利用 したものである。こうした実態からみると,大 きくて深い掘形を掘削し,その中に丼戸

枠を組み立てるうえで,一辺が 60～ 100cmとよどの井戸枠が,実用的な最低限の規模であった

と考えられる。今回報告する井戸はすべてその規模の範囲内に合まれる。

G 土器埋納遺構 (PL。 26)

今回の調査では,十三坪地区で 3基,十四坪地区で 7基,合計10基の上器埋納遺構を検出し

た。 この うち,土器内に内容物を認めた 3基 (SX1400。 1535・ 1578)に ついては,の ちに詳述

するので,あわせて参照されたい (p138)。

十三坪地 EX「

SX 1310 十三坪地区の南辺ほぼ中央に位置する。径 32cm,深 さ 12cmの不整円形の上坑に ,

土師器甕 Bを逆位に埋め,内部に土師器皿Cl枚を逆位に置 く。退納坑の底は平 らで,中央南

寄 りに,浅い軟質の部分 (直径 10cm)がある。

SX 1400 十三坪地区の西辺ほば中央に位置する。南北 20cm,東西 16cm,深 さ 2-6cm前後

の小土坑内に土師器皿C4枚を重ねて埋納したもの。埋納坑は,別の小土坑 (柱穴ではない)

に重複して掘 られ,埋納坑のほ うが新 しい。

SX 1401 十三坪地区の西辺ほば中央に位置 し,SX1400の ほぼ真南 2.2mにある。東西 35cm,

南北 32cn,深 さ 5cmの 隅丸方形の上坑に土師器皿 C5枚以上を埋納 したもの。土師器皿 Cは

底辺に正位で 2枚重ね,これに接して 2枚を正位に間をおいて据え,その上に両者にまたがる

ように逆位で 1枚かぶせている。

十四坪地区

SX 1535 十四坪南区の東辺に位置する。東西 34cm,南ゴヒ21cm,深 さ 18cmの 隅丸方形の土

坑に須恵器杯 Bを埋納したもので,その内部に墨挺 と和同銭が納められていた。

SX 1572 十四坪南区の中央西寄 りに位置する。地山上に東西 25cm,南 北 22cmの範囲に土

師器皿 Cを 3枚正位に並べ,その上に土師器皿C2枚を逆位に置 く状況を示す。削平のため埋

納坑の規模は不明である。この他に本来の位置を離れた土師器皿Cl枚がある。

SX 1578 十四坪南区の西半部に位置する。直径 33cm,深 さ 8cmの 円形土坑に土師器甕 Bを

逆位に埋めたもの。埋納坑底面中央やや西寄 りのごく浅いくばみ (直径 5cm,図の一点鎖線の

範囲)か ら金箔が出上した。

SX 1579 十四坪南区北辺中央に位置する。SX1578の 西北約 lmに位置する。埋納坑は東西

29cm,南北 33cm,深 さ 17cm。 埋納坑の底に土師器皿C6枚を正位に,壁よりに 3枚を横位

に内側に向け,その上に土師器甕を逆位にかがせる。

SX 1589 十四坪南区の西辺に位置する。地山直上の直径 28cm前後の範囲に,土師器皿C5

枚を正位で,ほぼ接するように円形に並べる。後の削平を うけ埋納坑の規模は不粥である。

SX 1592 十四坪南区南辺東 よりに位置する。地山直上に土師器皿 Cを 3枚正位に並べ, その

上に土師器甕 (口 径約 21cm)を逆位にかがせる。後の削平のため埋納坑の規模は不切である。

SX 1593 十四坪南区の南辺東寄 りに位置 し,SX1592の南東 0.5mにある。直径 35cm前

後,深さ 15cmの ほば円形の土坑に土師器皿 C21枚を埋めたもの。tt Cは底面に正位で 2枚 ,

その上に横位に 1枚,逆位に13枚 (う ち 4箇所は同位置で 2枚ずつ重なる)をのせ, さらに壁

にそって 5枚横位 (内側向)に置 く。
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